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紅，［は 1ii梢的にせtし、県ですか、その自然珠境は雄人·で、 1,',• からJi)J liI'i物の'i;hliとし てJ: : 

知られてわりtす。県下にみられる野鳥の種類でも他にくらぺて決して見劣りするものては

ありtせん。）9j•沢山塊、 箱根火 111 に森林の島、 箱根（山石原に I•I•,.Jiは(/)．鳥 、 芦ノ湖、 相朕川 、 洒

匂川に淡水河）11の翡、相校i対、東）誼がこii/jの，I・・、9)'とそオしぞオLの自然恥j応に適応した多種多様I,・

野、1ルの桜．息をみることがでさtす。

この貨屯な 自然を有効に利）TIしてゆくためにし、広く県民の）j々に本v，しの自然実態を知っ

てし、たたきたし、と思．し‘tすc そのたが）には叫□下の各種生物の心録を残して＼ くヽことが必＇疫

でありtす。

しとよりこの種の尖態を明らかにすろf.:.‘・')には比年にいる紺続湖脊が必要で今後に まつし

のが多く 、允分とは中せませんか、その一塚としtして［ず昭和44年度から進めてまし、リ

ました恥下の．I・・↓類の野外調森の結果を主とめてここに刊行すろことにし 、たしtした。

心 lドが単に自然科学の関係者だけにとどまらず、Iムくこ活）flしヽただければ幸甚でありtす。

終りに本，！ドをまとめるにあたり 、こ指祁し 、ただ＼ たヽ農林省林業試験場三島冬嗣技官な らぴ

に関係各位に対し駆＜謝邸を火し発刊のこあし 、さつとし、たします。

昭和 46年 3月

神奈川県立博物館怯

斉藤太次郎
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神奈 川 県 鳥類 誌 1

はじめに

中村一恵
Kazue Nakamura 

、鳥類の生活域は国や地方によって自然深境および人為塚J筵が異なるためし ‘7.)し、7.)な分け方がで

きるが、 鳥類の生活からみた日本の環境の甚本的分類を ~1:\EF1 .k久氏（1967) は次のようにかかげ

た。

I 自然環境

A 陸 4if

B 

C 

1林野

(I) 高木林（森林）

a 亜熱幣林（タプ、ホルトノキ）

b 暖僻林 イ 常緑濶葉林（カシ、シイ、クス、タプ）

ロ 落葉濶葉林（ケヤキ、クヌギ、クリ）

ハ 暖帯針築林（クロマツ、アカマツ）

c 温幣林 イ 落葉濶菜林（ケヤキ、クヌギ、クリ 、プナ、カシワ）

ロ 温帯針梁林（アカマッ、スギ、 ヒノキ、ヒパ、モミ 、ツガ）

ハ混沿林

d 亜寒幣林 イ 落葉濶策林（シラカバ、ダケカンパ）

ロ 寒幣針薬林（シラペ、コメッガ、 トウヒ、クロベ、カラマツ、 トドマ

ッ、 シラピソ、エゾマツ）

ハ混沿林

(2) 低木林（林）

a 雑木林 b 薪炭林 C lYli木林 d ハイマ ツ林 e 竹 林

2 原 野

(1) 泄木草原 (2) ササ原 (3) 乾草原 C丈高草地、丈低1・江地）

(4) 潜．草原 (5) 岩 草原 (6) 砂 丘

移 水 系

1 淡 水 系

(1) 淡 谷 (2) 河岸砂利地 (3) 河崖（岩性、土性） (4) 荘 原

2 塩 水 系

(l) 干 洞 (2) 砂 浜 (3) 岩 片9 9. 9. 

水 メ巾’9: 

1 内（淡）水而

(1) 枠水（池、沼、湖） (2) 流水（疾流、小川、河）
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2 外（塩）水面

(1) 浅 岸部 (2) 大陸棚部（3) 江 裕 (4) 外 洋

II 人為 環境

A 牒耕地、薪i火林

(l) 畑 地 (2) 水田（冬） (3) 稲 「ロ (4) 桑 、~IB

(5) 果樹 1凶 (6) 菰地（伐採地） (7) 薪炭林（雑木林） (8) 牧地、飛行場

B 居住地、港、鉄道

(1) 市 街 (2) 村 烙 (3) 庭、公園、j}危内 (,1) 道路、鉄道

(5) 漁 港 (6) JI! (7) 港

神奈川県は関東地方の南西部に位置し、西部は月沢山地、箱根火山、人磯I了．．陵、足柄乎野、泰

野盆地、中央部は相揆野台地、愛甲台地、相校平野および湘南砂丘地幣からなり、東部は多摩丘

陵と下末吉台地、多摩川低地からなり三浦半島へ続く。そして東は束求笥、南は相校湾にそれぞ

れ而して＼ヽる。すなわち山地性の西部地域、平坦な中央地域、丘陵性の東部地域の3地域に大別

される。

大き＜ n本列島の森林植物帯区分からみれば、神奈川を丘‘めて閃東地）jは水乎的には暖幣植物

相におおわれる。垂直的には海抜700~800Ifl以上はプナを上とした温帯休におおわれ、本原の最

低峰、）‘J沢山塊り）蛭ヵ・岳し標商l700mに満たなしヽため、本州中部でさらに高海抜の地域に見られ

る亜高山抑針菜樹林植生はみろことはできな＼ 。ヽ

従って県田氏の分類から＼ えヽば林野につしヽ て(1)-b~ (I)―CJ)範間、 ハイマツ林を除く (2)一

a ~ (2)—e の現J紅幣、 また原野につし‘ては標高を無視すれば(1)~(5)は述統的、 また移行的てあ

り、 箱恨駒ケ岳、 二子山、 ）］•沢山塊の尾根部なと 山地にしあると考えてよし 、 し 、 • ( 4)のiht'•閲原

はかって多摩1了．．陵．と相校野台地を除し、た平野に広く分布してし、たと考えられる。

］、［＼田氏は以 l；の区分に従って自然環災に於ける日本の息類群集を 5型に分げた。コl：こ従えば

1) 森休烏類群集 丹沢山塊、 箱根火山

2) 窄原．鳥類群集 箱根（山石原

3) 移水ヽ iit鳥類群机 相揆川、酒匂川

4) 内（淡）水面．鳥頗群巣 芦ノ湖

5) 外（塩）水面．島類群集 相揆泡

となり、群集別に貼内の代よく的自然環境をかかげることがてさろ。

植物間、換言すれは気候的にみてツ ンドラ系のライチョウはしちるん、イワヒバリ 、カヤクグ

リ、ホシガラス、わ純枠高,11［い繁殖環災は全くなしヽが、典型的な 5つの島類群集か全てみられ、

これに人為取境の群集を加えれば本児の鳥相が決して単調てなし、ことがうかかえるc しかし本州

中部の店地にみられるオオジュリン、コジュリン、ホオアカ、ノピタキを Eとした典型的な2)の

伊原．島類群應こ乏しく、わずかに笥根仙石原にその痕跡を留めるに過ぎな＼ヽのはさびし＼ヽ。

群梨単位の研究は．＇l叩氏(1968)の溝ノロ丘陵の冬の，f：』頬を知るのみて今後の研究を待つ段階

であろ。以下具体例をあげながら本県の烏相の特徴からみた概硯をしてみたし 、0

窃沢一檜洞丸、 宮ヶ瀬一塩水川ーヤピツ峠ー札掛、 玄丘川一塔ケ岳、 店ケ岳ー）‘J•沢山一宮ケ
瀬、塔ケ岳ー）g行などの上として冬の西丹沢ー帝の澗査経験に基ずき、冬の、I，'』相からみた丹沢の

•島類の亜直分布に閏すろ私見を述ぺておきたし 、0
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丹沢山塊は海抜700-800m付近から上部ではプナ林を主とした夏緑広煤樹林帯（挟義の温幣）、

これより下の低海抜高の地域ではシラカシ、アカガシ、アラカシ、ウラジロカシ を主とした常緑

のカシ林からなる常緑広葉樹林幣（暖術） の2つに大別される。

夏季の繁殖烏類に関する手持ちの資料が乏しく 、これらのデータ渠梢から再検討の必要がある

が、冬の烏からみた垂繭分布の一試案を第1図に示した。森林鳥類群集につし 、ては前述の森林帯

の区分から全く機械的に2つに分け、それぞれ上部森林烏頬群集、下部森林鳥類群集と仮称して

おく。そして分布上特徴ある種類を指標種としてあげ、上部森林烏類群集にカヤクグリ僻とハギ

マシコ僻、下部森林鳥類群集にペニマシコ帯とヒヨドリ幣と名ずけた。移水幣烏類群集を海抜に

より 2つに分け、 それぞれ高地移水惜烏類群集 (900ー 500m)、低地移水喘翡類群集（500m以

下）とし、カワガラス帯、 セグロセキレイ4ifと名

ずけた。また内水而烏類群集（500m以下）はオシ

ドリ帯とした。

最頂部のカヤクグリ幣には麻山性のイワヒバリ

が含まれ、ハギマシコ帯上部に重複する。ハギマ

シコ型分布を示す種類に亜高山性のウ ソ、 ルリピ

タキ、北方系のマヒワがあり、オオアカゲラ（丹

沢では冬烏 ？）もこの型である。ハギマシコ幣下

部の針葉樹林にはキクイタダキをみ、ペニマシコ

贈より山胴こかけて暗い所にジョウピタキの出現

をみる。海抜500mを温暖帯性のヒ ヨドリの出現

上限とした。これより高海抜にヤマドリの出現を

みる。このヒヨドリ型分布を示すものにコジュケ

ィ、カワラヒワがおり、ヒヨドリ同様低海抜にな

るにつれ個体数を瑠すと考える。またモズが出現

しはじめ、暖幣性のメジロをみるのはより低海抜

地からである。

ミソサザイはカワガラス1if下部から低海抜地に

広く分布し、キセキレイ にもこれは当てはまるで

あろう。 セグロセキレイ幣は下流域へ連続し、カ

ワセミ 、イカルチドリ 、コサギなどの出現をみる。

オシドリ帯にコガモを含む。

これらの分布パターンに加えて、頂上部から低

海抜地にかけて広くコスモポリタン種のカラ類、

カラス (2種）、カケス、 コゲラ、 ホオジロをみ

1 7 0 0. ・ 
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丹沢の烏相は夏島からみた細分化に特徴（例え

ば塔ケ岳より丹沢山にかけての尾根部ササ群落地

にウグイスの生息密度が高し 、など）がみ＼ヽ出され

ると思われるが、500m付近を境に烏相の造移が

生じると思われ、一応冬の烏からみた特徴の一つと考えたし、0

丹沢の島類については柴旧氏(196-1)、高野氏（1965)の目餘かあるのみで、研究の余地は充

＼ 

丹沢の島の分布

ォ

シ

ド

リ

199: 
9 1 9 

（冬）
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分に残され、かつ興味ある所でもあり、今後の研究が待たれる。

箱根では仙石原湿原のオオジシギ Gallinagohardwicliii（図2)の繁殖が特徴的である。

オオジシギは北日本で繁殖し、オーストラリアに越冬する湿原性のジシギ類の一種である。富

図 2 オオジシギ GJllinagohardwichii 
（高野伸二氏写兵より描く）

士山麓の標高550~1000” の裔原は著名な繁殖地で

あるが、窟士山麓とともに仙石原はオオジシギの日

本に於ける繁殖南限地で、緯度的には最南端であり 、

貨重である。近年筆者は（山石原を訪れ、ゴルフ場の

拡張が予想以上に行なわれてしヽるのに窟し 、たが、旧

代氏 （1967)によると緊殖期にトーゴ淵に近し、単原

で数羽をみるのみで、絶滅に頻してし るヽとし うヽ。

黒田長礼氏 （1925)は本州の烏類分布につきキ

ジ、ヤマドリ 、フクロ ウ等の分布上35°10'の東海沿

岸線を提唱した。この分布線が三浦半島を通過し、

Lewis線に連なる。

シマキジ Phasianuscolchicus tanensisは薩南

諸島、紀伊半島、伊豆半島、伊豆諸島（大島＊と新

島（絶滅））、三浦半島 '-現在は函崎半烏のみに残存

するのみ、柴田 1965)、すなわち周年の等温線が14

~18゚付近の太平洋側の温暖な地方に分布する。三

浦半島はこのシマキジの分布北限に該当する。 カ

ラスパ トはかって横須質沖の狛島に多数生息した

(Blackiston & Pryer 1882) らし＼ヽが現在では絶滅した。

クロサギは房総半島南端まで達する（太平洋側北限）が、現在のところ緊殖地を考えた真の意

味では城ケ島が北限である。真朗岬でも繁殖が確認されており、城ケ島同様断崖地をその生棲地

とし、ウミウと混桜する。

箱根の涼しし、高原に北方系のオオジシギの繁殖をみる反而、シマキジ、クロサギ、カラスバ ト

（絶滅） の南方系の3種が三浦半島（県下でもっとも平均気温が高い）に分布または繁殖し、温

暖な気候にその分布パターンを反映している。また北方の烏は主に相校湾以南の海上を越冬区域

とし、個体数は決して多くはなし 、がシロカモメ、ケイマフリ 、シノリガモなど寒流系の種類の確

実な分布もみる。

以上ごく簡単に県下の烏相の特徴を述べたが、本i’}では主に沿岸の烏類を扱い、以下I~III章

海岸の烏で少し詳しく調査結果を述べ、また、W章に相膜湾沿岸の海烏目録を派えて今後の調査
の便宜をはかった。

＊イイジマキジ P.c. a/finisとして独立亜種とする見解（三島 1962 山階烏研毅 3(3))あり。
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ー 自 夕犬ヽヽヽヽ 海 岸

本県の海）祖線は大別すると三油半島を槌に東京湾と相揆泡に而し、県土総而栢に比して長く 、

総面梢2,361km2に対し 383kmであり 、その奥行平均IIJは 6.4kmとな って＼ るヽ。この数字をその

利用状況からみてみると、迷湾39,315m、臨海工業地幣27,145m、漁述 20,399m、千拓地 575

爪、 海水浴場 19,04-2m、 その他276,863m、 汁383,339m (「日本の海岸」 1965による）とな

って＼ヽるが、 およそ％がなんらかの形で利用さオして＼ るヽことになり 、 自然海岸は年々減少の一

途をたどって＼ るヽ。

木県の海片地形を概観してみると、その形状、形態は地域的にかなり巽なっており 、小田原以

南では急庄をしつ岩石海岸、小田原から江の島に至る海岸線はおおむね‘Iと滑単調て、小田原一国

府律帥こ海岸段丘が発達する＾大磯の照ケ崎では凝灰質砂岩が露出して、小岬を形成する。 大磯

から江の島まては全般的にifI1岸線は単調で、典型的な砂浜海岸が発達する。 三浦半島の海岸は大

部分は岩石海岸で、所により 迩沢はあるが、屈1111に富み、小涜入が各所に数多くみられる。 しか

し鎌倉、逗了＇、菜山、下油、久里浜にか1)ては砂浜海庁がポケッ ト状に発達すろが、規校は小さ

し、。根庁湾から本牧岬、鶴見、川崎の多）｝設川河口にかげての東京泡恭＼，には人工埋立地が続き、

洵岸線は而線'1勺で、 しはや自然悔岸の姿はほとんどみられなし、C

烏類の叫妻環炭からみて束店湾側の内湾I生海岸が）＜規校1こ埋立てられたことは大きな打撃で、

東京涜千菜県（l[！の新浜（現在てはここし坪立てが進み、シキ＇チドリ煩 、ガンカモ類などが大111;,iに

減少し、その保護（足令が さけばれて＼ヽる）のような大規！癸なシギチ ドリ類の渡来地が失なわれて

し、る。

汀線付近1;J:J足防の築造：こJ:って破壊され、

塩沼植生がILi然：こ近く残されて＼ヽろのは近年

では三浦半品の2、3の入江の央に限られて

しまった。1匂とは＼ えヽ面積的に規校が小さ

し、ため、大型のシギ類、ガンカモ類の渡来は

ほとんどなく 、 わずかにキアシシギ、イソシ

ギ、 シロチドリ など 中 ・小型シギチドリ類が

9)ビ期的：こ渡来するのみである。 南 ド浦海岸一

俯の砂浜海岸しシキ＇チドリ類 の渡米地になっ

て＼ るヽが、キアシシギ、キョウジョシギ、 ト

ウネン、ハマシギ、シロチドリ 、 ダイゼン程

疫で、＇質、砿ともに乏しし、。岩石海岸につく

種類はチュウシャクシギ、キアシシギ、イソ

シギ、キョウジョシギが l：なもので稀にホウ

ロクシギ（笠島 2羽、20• V • 1970) のよう

な大型種がつくが種類は限定される。

1870年代以後から1950年代にかけて、つま

り今から20年以前に 東京湾羽l士1から拙浜（寸

近、胡沼，か ら小田原にかけての相校湾沿岸で

記録された比較的珍らししヽシギチ ト~リ類（現

·.·.·.· .·.·.·.·.·.•.·.·.· ............. .・.・.・.・.・,・.・.・.・.・. ......... ........ ....... 
手 ・・：＇じ1.: • : 圭 ・...

― 瓢冒＼： ： ： ： • ・良，-- --... 
垂 圭
至'1、声＝・・ • 
声 炉

手・---

I 

三,1,三三三

i i , 

， ＇；に
¥,J‘―`̀  ・←  

可↓シ

図 3

.'‘
 ~

 

↑9
ヽ

-,‘ .9
 

-
9
9
 

,,'i 

I :{, • I¥ ti 

1890年代の横浜付近の海岸線（県勢

地図帳1950より一部略写）
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在でも珍らしい種類に屈する）の主な記録をti'i棲氏（1965)から拾＼ 上ヽげ別表（表 1)のように

まとめてみた。数種を除いては以後記録を絶っているものばかりで、往時、渡来数はどの程度で

』：・ 1 神奈川県下に於けるシギ ・チドリ類、ッパメチドリ の記録 （1870~1955)

（梢棲 1965により作表）

- -
種 類 I□i己 録地 ---

年月日

シ ギ 科

メリケンキアシシギ

コアオアシシギ

ソリハシシギ

オオハシシギ

コオパシギ

サルハマシギ

オジロトウネン

アメリカウツラシギ

茅

約

辻

エリマ ＿ハ

辻

茅

紺

ヶ

崎

沼

咋
4

川

堂

崎

ーフ

キ

シ

シ ギ

ギ

島

崩

島

浜

見

浜

浜

口

陀

幽

大

菜

河

ケ

郡

郡

川

模

浦

浦

郷

城

三

三

横

的

様

横

六

相

辻

ヶ

横浜

三浦郡浦釘

辻棠

ユ ピ シ ギ ケ

ノ‘ リ オ

シ
シ

コ

ギ

ギ

茅

鵠

横

横

崎

沼

浜

浜

I • 1919 
VI • 1921 
V • 1921 

1882 

X • 1915 

13 • ill • 1874 

？ 

9 • V・1916

？ 

25 • lX. 1949 12 
2 • X • 1949 le'.) 
1¥'. • 1920 

収 ・1914

25 • IX. 1949 2~ 
13 • X. 1954 1牟
？ 

1¥'. • 1919 

29 • lX • 1919 
29. JX. 1920 

？ 
21. I. 1914 

7 • X • 1950 1~ 

13 • X • 1954 l早

X • 1916 

XII・ 1916 
仄・1914
I. 1918 
？ 

X • 1879 

チド

コパシチ
リド
科

リ

オオメダイチドリ

ハジロコチドリ

ミヤコドリ

崎
沼

n
r
l
崎

浜

河
河

ケ

川

川

ケ

匂
知

茅

忠

洒

六

茅

横

29 • IX • 1915 
IX • 1914 
7.＼開・1919
X • 1916 

17 • lX. 1920 

1883 

ッパメチドリ科

I洒ッパメ チ ド リ 匂 ？
・
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あったかは知る由しな＼ がヽ、東京洒から相校湾にかけての海岸ー1ifはシギチドリ類の有数の渡来

地であったことはほげ問違＼ なヽ＼ こヽとである（図3参照）。

本州特産で海岸湿地性のオオセッ カTriburapryeri jJryeriは現在ほとんど絶滅したと考えら
れて＼ヽ るが、かってli/i浜で1883年にとられた記録もある。現在本県でもっともシギチドリ類の渡

来が期待されるのは酒匂川、相模川河口域の2ヶ所で、酒匂川につし 、ては杉崎氏（1958、1963、19

68)の詳しい報告があり、1950年以後多くの稀種が再確認されている。流水部は河原全面栢の約

335lるで、河口部はやや沼状を呈し、冬季キンクロハジロ、ホオジロガモ、ウミアイサなどの採食

地にもなって＼ るヽ。流水部のうち水の涸れかかったffIi分は泥淋状で、乎時は乾地に移行する状態

を見せるが干面のない酒匂川にお＂ ＇てはシギ類にとって屈指の棲息地となって＼ヽる。砂礫地は夏

季シロチドリ、コチドリ、コアジサシなどの好繁殖地となるが、ツバメチドリやケリ 、タゲリな

ども好むようである（杉崎1958)。

相樅川付近に関しては籾山氏の（1917)古しヽ採集氾録はあるが、近年のまとまった報告はない。

図 4 ケリMicrosarcopscirtemsの擬偽
（吉村侶紀氏写頁より描く）。

タゲリ Vanellus vanell硲 とケ リMicros-

arcojJs cinerus（図4)の2種は共に海岸には出

ない大型のチド リで、後者は近年三浦半島にも

現われた。戸塚ー大船問の水田2羽 （2• II • 
1956,野．島の会 ・東京 ・支 ・報No.20)、同6羽

(1 • XIT・1962)、 同8羽（27・団）、三浦半島

宮田13羽(18• II)、7羽（4.m)、（以上野烏

の会 ・横浜 ・支 ・報 No.39)、同30羽 (6• I 
• 1963, 同横浜 ・支 ・報No.44)、同18羽 (14

• JI・ 1964,同横浜 ・支 ・報No.49)などの記

録がある。戸塚ー大船沿線の水田地喘は埋立て

が急速に巡み、ケリ 、シラサギ穎（コサギ、チ

ュウサギ）の越冬地としての環境が失なわれつ

つあるc

タゲリは厚木1939年（月日不明）、三沖半島宮m3羽（4.m. 1962)（以上横浜 ・支 ・報No.
39)の記録があり、小机鴨場では戦後みられなくなったと ＼ヽ う。

1950年以後三浦半島では数回に渉ってミヤ コドリ Haematopusostralegusが記録されて＼ヽる。

すなわち浦賀（皿 ・1053,幼息 三島1956)、柚須質（皿 ・1953,柴田1960)、横須質 CXI・1955,
三島1956)、馬堀海岸ex.1953、寺島1964)の各地で採染または観察され、1963年が最後の記
録となって＼ヽたが、宝者は1970年7月この比較的珍らしし、種類を観察する機会に恵まれた（図5)。

このミヤコドリは完全な夏羽成烏の美しし、個体であった。 7月19日に金田平氏か江奈湾で1」撃さ

れてし るヽので、毘沙f']の岩百海岸から江奈湾の丁潟にかけての範囲に少なくとし一週間は滞在し

た樅様である（図5)。記録的には虹下では6番 1」のしのとなる。

三浦半島で特筆すべぎことは1962年のオオチドリ Eupodaasiaticaの再発見で、柴田、川島両
氏（1963)により詳しく観京され報告された （図6)。Hartertが1920年に本種を日本から記録

して以来、その後記録が絶えてなかった珍．烏で、確実な 2番目の記録として）1|島消氏により三浦

半島宮田で発見されたものである。両氏によれば神奈川県産（atSagami Honshuとだけあり、
他は不明）の椋本が1点、NewYorkのAmericanMuseum of Natural Historyに所蔵されてし ‘

るが、これはOwstonCollectionの1つで、 採集年月日不明、この椋本と HartertがVoge]に
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報告したものとが同一椋本であるかとうかはわからなし、と＼ヽう c

凶 5 三浦半島に飛来したミ ヤコドリ Haema1,opus ostraleg11s 昆沙I',J イiはチュウシャクシギ

以上相校沌、 東京湾沿岸のシギチドリ類を中心に

その記録的秤娯から研究史の一端を簡 単に述ぺた

が、相校窃沿岸をモデルに自然洵岸の鳥類群集のHI}

造を少し詳しくl桃めてみたし とヽ思う ＾

人為環境を含めて革原、湿原、稲田、水田、 ハス

池（以上湿地閣） 、河原、深流（以上流水4i})、塩

水の干約（i':!J棋l •間）などをあげて黒田氏（1967)はこ

の環境{i}の鳥類を移水帯．烏類群集と して区別した。

これらの環境は特に水平的拡がりに於て互に移行

的であり、 生棲烏類も重複し、季節とその変り目

と、各々の環境要素とで冬烏、夏鳥、留鳥、襟島、

旅烏の各グループ間に多くの組み合せが生じ、その

島相は単純ではな＼ヽ 。

従って海岸の島と一口にし‘つても海洋から沿岸さ

らに内陸と生棲烏類は変化するが、互に移行的であ 図 6 三浦半島に飛米したオオチドリ

り、厳密な区分はむずかしし‘。 Eupoda asiaIica （寺島祐一氏撮影）

なかでも河口域の環埓構成は複雑であり、多くの移行型がみられ、その烏相 し単純ではない。

酒匂川河口ば汀線からの距離が短く 、急激な環境移行は移水僻の境をあ＼ まヽいにしているが、

種々の環境要索がからみ合い、面梢的に狭く 、小規板ではあるが杉崎氏（1958)の報告にあるよ

うに種類数では決して見劣りしなし、。しかし周囲は前接人為珠境に述らなり、ハス池、水田など
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表 2 海岸の．店（初秋） モデル酒匂）II河口（1968• 9) 

種＼

類階

中流 下流 海岸 海

河原 河ロ ・砂浜 汀線 海上
河州

1/種
階類

一仕

1
if
.I” 

水

”

1

ツ̀・・,. 
J
 

陸

~
-J ーし
ヽ

．． ※ オオミズナギド リ

..''.. ※ ※ アジサシ
'. 

コアジサシ※ ※ ※ ※ ※ 

※ ※ x ヽ•9 ※ ※ ※ ゥ ミ ネ コ
カ）レガモ ※ ※ 

コ ガ モ ※ ※ 

シ ロチドリ ※ ※ ※ 

メダイチドリ ※ ※ 

コチ ド リ ※ ※ ※ 

イカルチドリ ※ ※ 

イ ソシギ ※ ※ ※ 

キアシシギ ※ ※ ※ ： 

タカプシギ ※ ※ 

夕 シ ギ ※ ※ ヽ

チュ ウ サギ ※ ※ ； 

サ サゴイ
， 

※ ※ ， 

卜 ピ ※ ※ ※ ※ ※ I 

ハシポソカラス ※ ※ ※ ； 

イソヒヨドリ ※ ※ ※ ＇ I 

ヤグロセキレイ ※ ※ 
I , 

、 ＇

キセキレイ ※ ※ I 

I 
カワセ ミ ※ ※ 

I 

セ ツ 力 ※ ※ 

ノ ビタキ ※ 

ベニスズメ ※ ．．． 
’̀ ！ ス ズ メ ※ ※ 
'. 

カワラヒワ ※ ※ ．． 
＇ ． 

ヒ ノゞ リ ※ ※ 
' 

ム ク ド リ ※ ※ I 

モ ズ ※ ※ ： 
キジバ 卜 ※ ※ と ， 

！ I 

ツ ノ＜ メ ※ ※ ！ 9 , 

コシアカッパメ ※ ※ ； ......-' i ， ’‘し

イワツバメ ※ ※ 

1 km 0km 
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表 3 海学の均（冬）モデル洒匂川河ロ(1968• 1) 

種｀中流 下流 海岸 海

類 階 ～ 河原河口砂浜汀線海上
河川

f1/種
階 類

海

鳥

水

烏

ヽ

陸

烏

次ヽ• 9 ※ ゥ ミ ゥ

※ ※ アカエリカイップリ

※ ※ ※ オオハム

※ ※ ※ ※ ア ピ

※ ※ ※ ※ ※ ※ セ グロカモメ

※ ※ ※ ※ ※ ※ ウ ミ ネ コ
※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ユリカモメ

マ ガ モ ※ ※ ※ ※ ※ 

カルガモ ※ ※ ※ ※ ※ 

シロチドリ ※ ※ ※ ※ 

イカルチ ドリ ※ ※ 

コ サ ギ ※ ※ 

卜 ビ ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

ハシプトカラス ※ ※ ※ ※ ※ ※ 

ハシポソカラス ※ ぶヽ., 
※ ※ ※ ※ 

ッ グ ミ ※ ※ ※ ※ ※ 

ム ク ド リ ※ ※ ※ ※ ※ 

ス ズ メ ※ ※ ※ ※ ※ 

カワラヒワ ※ ※ ※ ※ ※ 

ヒ ，，＜ リ ※ ※ ※ ※ ※ 

夕 ヒ バリ ※ ※ ※ ※ ※ 

ハクセキレ イ ※ ※ ※ ※ 

セグロセキレイ ※ ※ ※ 

キセキレイ ※ ※ 

ア オ ジ ※ ※ ※ 

カ シラダカ ※ ※ ※ 

モ ズ ※ ※ 

ヒ ヨ ド リ ※ ※ 

ウグイ ス ※ ※ 

シ•ヨウビタキ ※ ※ 

-··1芦— 0km 
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がほとんどなし、ため典型的な内水而群集への移行はみられず、カモ、バン、カイップリ類は河口

の湿地域に集中し、個体数は少な＼ヽ。広大な典型的＝「約のミニチュア タイ プとみてよ＼ヽだろ う。

酒匂）1|河口での観察に基ずき初秋から冬にかけてみられる代表的鳥類群集を別表のようにモデ

ル化してみた （表2-3)。

本来中流性のイカルチ ドリ と下流性のコチドリがオーパーラップし、これに海岸性のシロチド

リと、3種が同一環境にみられる。海岸にふつうは出なし、と考えられるセグロセキレ イが汀線ま

で進出し、キセキ レイも海に注ぐ小淡水流に沿ってi毎岸に出ろことがある。

カラス、 トピなどの大型種に加えて、繁殖を終えた留鳥の冬の海炸への進出がみられる。 ムク

ドリ、カワラ ヒワ、ヒパリ（ドバトし加わる）はし、ずれも適応力の強し、種頻で、スズメ、カワラ

ヒワの2種は岩石海岸にも辿出しており、海岸を採餌場としてのみ利用する （スズメが海岸の断

崖地を営巣地として利用することはある）。またツグミは一部海岸線まで進出して岩石海岸でイ

ソヒヨドリの占める生態的地位を冬の砂浜海岸：こ占める。

三浦半島天神品で、地上性のコジュケイが海岸林より出て引潮時の潮間帝で採食しているのを

みたが、 これは例外的であるとは＼ ヽえ移行•iifの特徴の 1 つを示してし ヽる。また本来1俎けた、 プッ

シュのない所へ出なし、カシラダカ250羽ほどの群れが梢雪の日（Il• 1968)、江の島海岸の丈の
低い雑草地に10数羽のスズメと混棲し、採食するのをみてし、るが、海岸が陸翡の一時的あるいは

臨時的採食場としてはたす役割が大きいことがわかる。
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II 人 工 海岸 （埋立地）

横浜が開迷されたのは1859年、日米通商条約が結ばれたときてあることはよく知られて＼ヽる。

当時横浜は戸数100戸たらずの一寒漁村にすぎなかった、明治以後、樅浜は商業迷として急速に

発展し、・ff後の低地に漸次市街地か拮張5れて＼ヽった。昭和1こなって港の機能分化にとしなし、エ

業港としての）j向に進み、埋 I'L地かしI.:¥‘1こ悔lfliにのびて＼‘った。戦後、この臨海工業地域が狭

陰化するにつれて、恨岸工業地域？‘造成され、更に本牧岬沖から磯子へのび海岸線は単純化され

直線的な海岸となって） I崎から杉印よて）く規校な埋立地が広かって＼，7J。小規揆ではあるが最近

馬堀海岸し埋立てられて、横須f'l'と共に三浦‘ド品の東）杖湾(JIl?)人工環炭域となりつつある。

内陸の湖沼よりしはるかに大規揆に丈施される海岸の埋立は自然珠炭を著しく変貌させる。

ポタ ンポウフウ、ハマスゲ、ハマダイコン 、コウボウムギ、ハマヱンドウなと本米の海浜植物の

生育を許すような環境が消失し、変ってア レチノギク 、シロザ、 ミチヤナギ、コマッ ョイグサ、

イヌムギ、ムギクサ、オオエノココグサ、エノコログサ、ホソアオゲイトウなど帰化植物、こ占め

られ、 しかしf,t的に多くなって＼ヽ る。

話をもどして環境の変化：：：［＇jftiと＼ヽう硯点から埋立地を例に展眺してみる。

海岸の4つの生態系、岩石海岸、砂質海半、情jii41僻（泥場、 1-.if.})、塩沼地と生態的；こ各々別

のタイプに屈する各斑境にはそれぞれの生活僻に適応した生物が生活する。即ちその種類は場所

によって異なることかあるが、特定のタイフの生物が特定の生物群集には必ず存在する。

植生の1(liからは砂浜、海岸断崖、塩沼地に大きく分：ナられ、内陸iil1)後一抒地でクロマツ1洋格に

接続するのを特徴とするが、この問各即境！こおいて汀線から内！港に向っての各種の植物群格の僻

状排列がみられる n

これは生態学的に推移闊の1つにあけられるが、2つの1罪起の勢，）Jが移行する―-'))地僻には、

一般に両側のとちらの群果よりし生物の種頗、ク・多くその他l（本数し多．ヽ。推移辟には柄物の種煩が

多ければ、役物や隠場所し多＇．ヽ ことに＇；り 、したがって多くし‘90り杓；か住むことができる。 潮間：『

の動物相か既かなーーとI):):く知・・）：l Zところてあり 、iiり岸に依存する海店、水島l;J:しとJ:')多く
の陸鳥し海岸に1とろ。
海岸T)埋立ぱ複雑なタイフi)哀坑を忌．激：こ単純化し、他凋化させてしtぅ，前述の多くの帰化

植物がはぴこり 、＇：ピ燥 した帷原状？）環境と匁るか、未＇格地7）段階では気茉条件により 、絶えず変

化し、降雨後！こは）、小の水溜り力形成され 、雨1)少なし、ときぱより屹燥する。埋ヽLの烏類への影

粋？）第一段階として、湿地てはバン、カイップリ 、クイナ、サギ、ガンカモ類など湿地性水鳥が

打撃と受：｝、 1．'潟、砂浜ではシギ、サギ、ガンカ モ類などが生活環炭から追われる。

第二段階としてコチドリ 、シロチドリなど，：と地を好む鳥泊の進出を許し、植物が地表をおおう

段階になるとカワラヒワ、スス＇メ 、ヒバリなどがこの環境を採食地ある＼＇は繁殖地として利用す

る（図 7)-スズメ、カワラヒワなどは帰化植物の文や洛ぼを餌として利用するo I I Iドふ頭の観

察ではスズメがメイシパ、エノコロ グサ、コアカザ、 ヨモギの丈を在ぺてし 、た。 横浜本牧の埋立

地でぱカワラヒツの小詳がポロギクの実を食ぺるのを観察した。

この「IUV、1958)の記録ではこのJ'l！立地にヒバリ（最し個体数が多＼ とヽ思われた）、 スズメ
（あま り進出してし 、なし 、）、タヒパリ 、ハク セキレイ、 コチド リ、シロチ ドリ、ッグミ 、ハシポ

ソカラス、 トピ、チョウゲンホウの11種を数えた。

埋立地の構成椛は上品の種類がl.::なしのであるが、磯了・中原の埋立地？）硯寮記録を追加してお
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C :カラス s:ススメ st:ムクドリ f:カワラヒワ b:カシラダカ bu:オオジュリ ン
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pl:コチドリ gu:カモメNih :パン Ii :シギ ・チドリ類
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きたし ‘o

フィールドノート から記録を拾ってみると、 28-X(1968) :スズメ 100羽近＼ヽ 、ヒパ リ60羽

位の飛び立つ群れをみる。さえづりをする個体

2羽、25羽の I・ピ、他に少数のコガモ、モズ、

カワラヒワ、、セ ッカ、カシラダカ、ハク セキ

レイ、ハシポソカラス。野生化したペニスズメ

最大20羽ぱ＼ヽると思われた。不確実ながらオオ

ヨシキリらしさ 2羽、以上12種。

3-XI:スズメもっとも多く約250羽、 ヒパ

リ、タヒパリ各々40羽前後、コガモ30羽前後、

開けたところは避けて水辺のプッシュにおり

る。非常に笞戒心強¥I。 トビ12羽、カシラダカ

20羽位、少数のホオジロ、カワラヒワ、ハクセ

キレイ、モズ、カラス 1種、冬羽のオオジュリ
r.、̀・ 

図 8 埋v．地のコチドリ 巣卵 横浜市根J図湾
1966-4 当時15巣ほどあったという

（上田純三氏撮影）

ン3羽、イソシギ、それに10羽前後のペニスズメ、以上14種。

12-II (1969) :スズメ紋も多い。ッグミ比較的多く20羽前後、セッカ少数越冬する (3羽）、7

羽のオオジュリン、他にタヒパリ、ハクセキレイ、ハシポソカ ラス、 トピ、カ ワラヒ ワ、 ムク ド

リ（スズメ とカ ワラヒワの群れに況じって地上で採食する 2羽）。人型カモ 1種2羽、以上12種。

27-II（釈雪）：70羽のコガモが飛来、タヒバリ、ッ グミともに10数羽、他にトビ、 カラス 1

種、オオジュリン、ホオジロ、セッカ、ハクセキ レイ 、 ヒパリ 、スズメ、カ ワラヒワ、キジパト

1羽、以上13種。

13-ill:コガモ80羽程、他に トピ、ハシボソカラス、タヒパリ 、ハク セキレイ、ッグミ 、ヒ パ

リ、カワラヒワ、スズメ、オオジュリン 5羽、セッカ 1羽、チョウゲンポウ 1羽、尾羽を拡げ、

停空飛翔、毅を拡げてゆるやかに地上に垂直に降りる、以上12種。

7-N:約70羽のコガモ、一部のものは水涸りて採食する。 10羽ほとのコチドリ 、ヒバリ 10数

羽、他にウミネコ成鳥と幼烏各1羽、大型カモ 1種13羽、七ッ・り 4羽、さえづりをはじめるC オ

オジュリン 3羽、スズメ、カワラヒワ、ハシポソカラス、ッグミ 、ハクセキレイ 、 トピ、タヒバ

リ、クシ ギ1羽、ツバメ、 以上16種。

約 1年後の10月 (1969)当地を訪れたときは埋立地の中央にすてに建物がいくつかできてお

り、アスファルトの道路が貫通して、プルドーザーが残りの土地の造成をむ、いでし ‘た。タヒパ

リ、カワラヒワ、 ヒパリ 、スズメ、キセキレイ 2羽を記録したのみ。

短期間の観察ではあったが、カラス科1(2)種、ムクドリ科1、ハタオリドリ科 2、 アト リ

科 5、ヒバリ科1、セキレ イ科3、モズ科1、ウグイス科1C 2?)、ッグミ科1、ッパメ科1、ハ

ャプサ科1、ワシタカ科1、ガンカモ科1(2 ?)、ハト科2Cドバトを加える） 、シギ科2、 チ
ドリ科 1、カモメ科1、計17科25種を記録したことになる。

第三段階として丈の高し 、草が地表をおおし、、埋吃地が伊原化すると、内陸側からふみかためら

れ、徐々に乾燥化が進むが、降苫雨などにより水溜りや湿地が所々に生じ、海からカモ類（冬）

が飛来し； ‘時1こカイップリ やパン（繁殖、 横浜市杉田埋 I/：地、 渡辺純氏搬影の'lj••真を箔者判定）

のような内陸性水．I.半が一時的海岸進出をみることがある。

また草原は餌と陸場を提供し、オオジュリン（冬）のJ:うなりt}Jiし・1生．f．’j類、タシギのような汁は地．
性烏類の涼行をみるのも特徴的と＼ えヽる。この段階はもっとしはなやかて、 多くの種類をみる

- 14 -



時期である。

最終段階として、ある期問放置されてし 、た埋立地に、工業港その他の14的のため施設が投入さ

れ、建築物が林立し、地表はコンクリート化する。この段階では人間の近辺に特に快適な珠境を

見つけ：IJし、人間の生活の活動と家密：こ結びつし 、たスズメ、 ドパト程度のこく限られた種類が残

留する。工場建築物はドバトに紀好？）緊泊即境を提供する結果になり 、 そのコ船が注日されて＼ヽ

る。

一般に｛卜）］が経過す：l!fすみ均Ijiの状況は多か4L少なかれ変ってゆき、ある時期にたくさんし ‘

た釉類がやかて姿を消したリ 、'i:1しまで劣努、rこった種類が群県のUJを占めたりする。 埋立地で

は人恐力による植生の変化に伴し、、小規揆 ；‘がら烏相の交代が行なわれる。ある種の鳥にはすみ

場所か減り不利であるが、ある種の島には逆にすみ場所が増えて有利となる。埋立地の均合、短

期間に鳥用の変化がみら、ilるのを特徴とする。第8図にそれを股式的に示した。
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皿漁 港ーイワシ生 簑 と鳥 （予報） 一

1 小田和湾とイワシ生笠

小III和沌 (OdawaWan)は三浦‘「・，し，9j])はぱ中火i孤、三碕よりに位lTi:し、佐島と対岸の長井

（新紺付近）を結ふ坊IIJは約2km、央行約 2.3に の小窃であろが、 それてし相揆笥側ては三浦

半島畝大の漁港てある。切11から中央部にかけて！っとし深く 、以探83Illを数えてしヽる。湾n
の南は）ミ神幼、笠，島、北はldt：さがこ荒碕と岩打洵岸に続き、付近にはカサゴ恨、ップ根など10

~20 Illの下深線沿し‘！こ＼ヽくつかの恨があり、而内と即ここの水域一幣は海産生物の戯窃なとこ

ろになって＼ヽる（図9参照）。
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被静かな奥深＼ヽ砲内はワカメ函始のイカダやハマチ、イワシなどの生箕収容に都合がよく 、特

にカツオ漁の生餌 （撒餌の活魚）を対象としたカタクチイワシの生笠をほとんど周年にわたって

収容し、カツオ船の的要に応じて＼ヽる。

2隻の漁船を使って魚群を但囲し、 巻さ上けて獲るアグリ網（漁期は9月中旬～3月中旬）で

捕えたイワシを、そのまま砲nまでりIi‘てきて、生狡に引き渡す。生笠の奴はイワシの漁獲砒に
より一定してし、な＼ヽ が50（同ほどて、 1つの大きさは 10}n X10 m にほぽ円形に8本の丸太を組ん

であり、深さ約6m、900kg （正h正な：］はわからな＼ヽ）ほどのイワシを収容できると＼ヽう。 イワ

シを長く保留する場合はイワシをつふし餌として与えろ。 1週問位てカツオ漁船！こ買われるもの

は餌を与えな＼ヽとしヽう。この他泡内には個人所、tiの小型の生節が＼ヽくつかあるが、これはもっば

ら沿片ーの釣や引き釣りなどに小規校に使われろしのて、佐島側の岸近くに設笠される。大型生笠

は水深のある湾の中央部に設四されて＼ヽる。

生笠に移し最初の3日間ほどに弱るものや死魚が浮上または流出し、7~10日て群れは蕗着き

（カモメ類は捕食できなし、状態） 、よくて 2ん、悪くすると 1んが残る程度てあると＼ヽう （水温

その他の影押があるしのと息われろ） n 生賓・の収容砒は漁狗屈やカツオ船の盆要により絶えず変

動すろ。

ハマチ（プリ亜成魚）は大きすぎて陸海島の餌の対象にはならな＼ヽが、カタクチイワシの大き

さ（全長15cm程）は陸海島の餌の大きさとして最適の）はきさで生笠n多他の魚は多くの烏類を

引きつけ、商内では生行をめぐる．枷むiの群矩構造が形成される。

イワシは時計の針の方向に群団で円を描＼ヽて生行を遊泳するが、健康なしのは水中深く 、弱っ

た個体は群れの動きについていけず表面近くに上ってくる。荒天の日、湾の波が高くなると群れ

はさらに深くもぐり、弱魚は浮＼ヽてしまう（箪者は確かめて＼ヽな＼ がヽ）とし うヽ。午前中波静かな

湾で、一部のウミネコが生笠で採餌し主群は海上で（木息して＼ヽたが、午後波が高くなると一斉に

生笠に集結し、採餌に入ったことがあった。被浪による生笠からの弱魚や死魚の流出や浮上など

生笠の状態と．鳥の採餌の活発化、またオオミズナギドリの陀内侵入とは関係があるかもしれな＼ 。ヽ

生狩には島よけの網がかけられることがあるが、網が張ってあっても波浪により海面がもち上

り、弱魚や死魚が浮上または流出し、これらをカモメ類が網の上から採食するのをみて＼ るヽ。

オオミズナギド リ、 カモメ類が湾に出入りする漁船を追尾するが、アグリ網から生笠ヘイワシ

を移すとき、ある＼ヽは生狩からカツオ漁船に移すとき、流出ある＼ はヽ廃棄によるおこ1まれが生じ

るためで、これを目ざして烏群が追尾することしある＾

弱って海而に浮＼ヽた多数のヒイラギ（漁船から放棄されたもの）に100羽ほどのウ ミネコ群（オ

オセグロカモメ とカモメを各1羽含む）に数羽のトピが混じて採食する例を小田和湾にみた。

2 湾内とその付近の陸 •海烏の生息状況

佐品湾、小田和笥nは岩礁性の小岬、天神品から始るが、小規校ながら典型的な海岸林がよく
残されている。汀線までの距離はきわめて短いが、海浜植生、悔岸岩礁植生、塩生植生と海岸林

の4つに大さく区分される海岸梱生がみられ、なかでもハマオモト 、ハマポウ、ハマユウ群落は

綽度的に日本の分布北限地に相当し、湿暖な気候条件を物語ってし るヽ。水深1.6m程の転石ま じ

りの砂何底を経て天神品北西部の砂浜から約200mの水道をへだてて笠島につらなっている。笠

島は周囲1kmたらずの小島で、島の北西部から南西部にかけては大きく岩盤が発逹する。

この一1i}は泥内を除けばもっとも鳥類の多く集るところで、陸店を含めて多くの種類が四季を

通じて出現する。また沖合海上は小島の渡りのコースになってし‘るらしく 、海上2~3mの店さ
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で葉山方面に向って飛ぶウグイス科(?)1羽とアトリ大の小鳥2羽を笠島沖2kmのところで目撃

たことがある (6/x)。天神島の森林ではヒヨドリ 、コカワラヒワ、ハシポソガラス、コジュしケ

イなどが繁殖し、1954年5月にはサシパ、1957年にはササゴイの繁殖があった（柴田 1965)。

天神島から笠島にかけての岩石海岸一幣は在秋の二季、シギチドリ類の渡来休息地としての価値

も高 く、チュウシャクシギ、イソシギ、キアシシギ、ムナグロ 、ダイゼン、シロチドリなど岩礁

に もつく種類が飛来する。 また笠島周辺は、カモメ類、ウ、カモ類の越冬休息地てしあり 、外洋

に而した水域には、アカエリカイップリ 、オオハム、 ウミスズメ 、 ヒメウなと潜水海島の好餌場

にもなって＼ヽる。春の渡りの季節には、短期間1なからトウゾクカモメやシロハラトウゾクカモメ

が笠島を通過すろ。対岸の長井側海岸にしカモメ類、 ウミウ、小唱シギ、チドリがつくが、天神

笠島におよばな＼ヽ。

初春この辺にみられる烏類の生息状況をフィール ドノートから拾って第10図のように描し、てみ

た。これによると海岸は ウミ ネコ、 ミッュピカモメ 、 ウミウ、オオハム、マガモなど人型の冬島

が占め、タ ヒパ リ、 ハク セキレイ、 ッグミなどの冬，鳥や、スズメ 、カラス、 トピなどの留島し海

岸に出現する。海岸林をアオジ、ホオジロ 、 メジロ 、 ヒヨドリなどの源鳥、コジュケイ 、ムクト・

リ、 カワラヒワなどの留島が占める。クロサギは＼ヽ よだ群れ生活て、生笠に飛来する。

一方小田和湾内海而は、翡類の生棲珠J}ふとしてはり知l,(jで、釉類か限定され、種類数では天神、

笠品付近におよばなし 、が、個体数 （季節は無祝して）てははるかに多く 、生府をめぐる群集が展

開される。

表 4 イワシ生府に依存すろ 1でな陸 • 海鳥（小田和湾）

科 名 種 類

力 ラ ス ハ シプ トカラス Corvus levaillantii 

ハシポソカラス Corvus corone 

ワ シ タカ 卜 ヒ• Miluus migrans 

サ ギ チ ュウ サギ Egrettaintennedia 

コ サ ギ Egrettagarzetta 

ク ロ サ ギ Dem.igrettasacra 

ゴ イ サ ギ Nycticoraxnycticorax 

ウ ウ ミ ゥ Phalacrocoraxcapillaws 

カ モ メ ア ジ サ シ Sternahirwido 

コアジサシ Sternaalbifrons 

ミツユピカモメ Larus trydaclylus 

セグ ロカモメ Larusargentat,,s 

ウ ミ ネ コ Larus crassirostris 

ユリカモメ Lar11sridibundus 

トウゾクカモメ トウゾクカモメ Stercorarius po111ari11us 

ミズナギドリ オオミズナギドリ Calo11ectris leucomelas 

第4表のように小田和砲のイワシ生行に血接または問接的に依存する種類のリストをかかげ

たn 7科 16種が佼入するが、ウ ミネコ、アジサシのカモメ科とオオミズナギドリがもっとも数

が多く 、 その他は少なし、 （ただ1969年3月ミッュピカモメ大群の出現はあった、中村1969)。

1970年にはユリカモメ大群の出現をみた。

シラサギ類の進出は近年の現象と思われろ。アオサギは坊上を飛ぷしのを 1羽観察（19• ¥l]lJ • 
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1970)したが、生笠ではみていない。

佐島側岸近くに小岩礁が露出するが、 これは毛無島と呼ばれ、 岩礁はカモメ類、 シラサギ頬

の、島に建つ塩？f研究用の鉄柱は 1、ビの休息地となる。 ここにもキアシシギ、イソシギがつくが

少なし ‘o

ハシポ ソミズナギドリは裕口ではこく少数をみて＼ るヽが、オオミズのように涜内に入ることは

な＼ヽ。ウミスズメ（笠島周辺では少なくなし 、らいヽ）、ケイマフリが砲内に入るのをみたことは

なし 、。ヒメウ、オオハムは侵入すろとしてし稀であろう。ウ ミウは洒探＜岸沿＼ヽ！こ入るが数は多

くはな＼。ヽ ハジロカイップリを約口で1羽観察した (24/ :ix)~ 

カモメ類のうち洒内を占めるのはユリカモメ、ウミネコなどほとんと中、小型カモメで、オオ

セグロカモメ、セグロカモメは少なく 、洒内または洒上空にみられ、ふつう沖合にし 、ることが多

し、。コ アジサシは少なくほとんどアジサシばかりである。カ モ類につtヽては比）1：側の涜奥部の浅

＼ヽ ところに入ることかある（数は少なし 、） が、種類は確かめてし、な＼ヽ。

別表の種類を除し 、ては＼ ずヽ札し生笠に全く 無関係か、 もしくはあってし（衣存疫の低＼ しヽのであ

ろう。

以上小田和涜の鳥類の生桜状況を簡単に述べたが、砲内はウミスズメ頬、 アピ類、 カイップ

リ類、ウ類、 海ガモ類などの潜水海i‘,}に乏 しく、カモメアジサシ類、オオミズナギド リなど飛翔

海烏が優占する。これは笠島周辺および涜口付近が湾内より水深が浅く、海底に多くの根（オー

ップ根、稲rn恨、カサゴ根、ップ恨など）を打して魚類が嬰窟なため潜水海鳥の生息にすぐれ、
船の出入 りの激しし 、（涜が小さく潜水海1.:}は彩評を受けやす＼ ヽ）洒内に くらぺて、陸から隔離さ

れて安全なためてあろう。

3 種 内・間 関係

ー 特 にウミ ネコのト ウ ゾク カモメ的習性について＿

3-1 生疫の依存種

冬季越冬地に於けるカモメ類の生活要求は互に類似し、河口、海岸、i),E灼、漁港などに応浩

し、特に人為的な餌の供給に強く依存すろ＼ヽわゆる scavengerJ)生活を送る。

他種との混桜は珍しくなく 、その混群は一般に沿岸性のオオ七グロカモメ 、セグロカモメ 、

シロカモメ、ウミネコ、カモメ、ユリカモメ 、これに外洋性のミッュピカモメガ混じる。

Rand (19511、患田 1967より再引用）は種内の場合も含めて、．島類の採餌群の性質に18段

階をみとめ、人別してa特定ク）社物の「れ種採餌群、b害を受けなし、他の動物との合1,ij採餌群、

c多数の種類の集った採餌況成群などとし、それらの要因には弟なる好奇心、集合性、 餌の発

見、偶然の1に合などがあると述べた。

小田和病の場合、オオセグロ 、セグロの大型カモメの2種が（シロカモメは見て＼ヽな＼ヽ）洒

に入ることは少なく 、数羽をみたのみでとるに足りな＼ 。ヽ混群の主群はほとんどウミネコ、ユ

リカモメ、 ミッュピカモメ（ただし 1969年のみ） などや中 ・小型カモメ （カモメ canusは亜

成島1羽をみたのみ）て内められた（図18)。

春秋の二季には残留したウミネコ（ F．として非繁殖群）にア ジサシの大群か）Jnわり、ウミネ
コを除く他のカモメ類にとって代りt群をなす。コアジサシはアジサシ群に混じるが数は少な

＼ヽ。

初春 (3月） から秋（10月）にか：ナてはオオミズナギドリの大群（ただし、海上に強し、風の
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吹く荒天の日に限られる（図19)。無風の時は炉in付近には1へられるか涜内に佼入した例はみ
て＼ヽなし、。凪の時、涜nから笠島の海域で）＜群をみたことはある。）がカモメ類の主群に加わ
る。カモメ頬ほど定苅せず、洒への出入りが激しく洛苅かな＼ヽ。

300羽から 1,000羽近＼ヽ）＜群が海面低く縦隊て続々洒内に伐入してくる。 カモメ類のように

湾内の海面で休息に入ろようなことは少な＼ cヽ 風に乗ったダイナミックな飛翔て生究の周辺を

飛びまわり 、群れをなして生四に飛び込みイワシを捕在すろ．

10月の初旬には主要3種が涜奥部にアジサシ1作（1,000羽） 、t対中央部にウミネコ群 (-!00

~500羽）、波が高くなるにつれオオミズナギドリ群（1,000羽）がウミネコ1i化と一部屯なって

湾口部を占めた。

ウミウは生節を利用する唯一の惰水海I'』で、4:31I-1こしぐって健康な活魚を食‘ifするのでし つ

とも害悪視されてし 、る。文際にウミウがカタクチイワシを住うところをII撃はしてし 、な＼ がヽ、

三島氏（1956)が合成島の円内容物として9~12cmのカタ クチイワシ多数が円に充満してし、た

と報告されて＼ るヽのて、カタクチが我餌種の一つてあることには11tl迩し 、な＼ 。ヽ屯府に飛来した

ところはみて＼ヽる。

陸烏では常時混じる ものに トピがおり 、多し ‘ときは約 100羽を数えたが、常時採餌混桜する

のは数羽から10数羽程であった。

カラスはハ シポソ とハシプトの2種が生府に飛米するが個体数は少な＼ ’o I.ヒ四を組んである

木材にとまり 、liLのLを＼ ‘ったりさたりしながら弱ったイワシをねらう。生符の上で食うこと

もあるが、くわえて陸に飛ひ去ることしあろ。 トピJ:り［風により採餌は彩呵！されやすく 、笥

内に強風が吹くと陸に退去する。

サギ類で1ま沿岸性のクロサギが笠島近くの生箕・！こJIも米し、採餌することを確かめたが、湾内

の生箕ではみてし 、なし ＇。シラサギてはコサキ＇とチニウサギの 2種が泡沿岸り）小型生冗・に飛来

し、採餌するのを観寮した（図17)。

生四への依存は蚊近の現象らしく10月初旬に出視し、はじめは3~4羽にすざなかったが、

順次数を増し最高17羽を数えた。以後10月中旬tでに放を減じ、19日には2羽！こ減った。チュ

ウサギは1羽のみて残りはすぺてコサギてあった。コサギは泡内はかりてなく、洒外の生舒に

止まろ 2羽を目撃したことがある。

ゴイサギは夕刻 (6~7時頃）、 2~3羽から 10数羽の小群て）＜楠山）j而から山を越えて飛米

し、早朝tで留り 、陸にしとろ，午前7時頃には少数を牛釦こみろのみてあった。静岡県網代

の海岸沿＼ヽの斜面のゴイサギコロニーて、ヒ ナにりえたと思われるカタクチイワシの残骸をみ

た。昼問、網代洒の生宕・て採餌するゴイサギもみて＼ヽるので屯笠への依｛社度は商いのてはない

か。

3-2 ウミネコのトウゾク カモメ的習性

ウミネコはアジサシのように完全な潜水にtる拝餌はてさず、せ＼ヽぜ＼ヽ肯方での体前部を水

中に突っ込んて餌をとるくらしヽて、全身を水中に没することはな＼、（ただ2~3mの高さから

ゆるしヽ角度で水中に飛び込み、翼の先端がわずかにみえろ程度の不左全な潜水採餌はおこな

う）。ユリカモメが lm位の高さから体をひねって飛び込み、潜水採餌した例をみたことがあ

る。またセグロカモメも下手でまあるがアジサシ型採餌が出来る (Bruunl969)と＼ うヽが筆者

はみてし、なし ‘o

ミッュピカモメは生笠ては．基本的にはウミネコ型であろ（図20)が、濯水採餌 （潜水海烏の

それとは本質的に異なる）し行なうことがある。これには二型あり 、一つは低空より斜めに海
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中に没し（もぐる感じ） 、 瞬間的に潜水して飛び出ろ C 他の一つは空中（前型より店＼ 位ヽ四

から）の一、点に hoveringしながらねら＼ をヽ定め、 急降下して海中に没する （突っ込む感じ）

型で、アジサシ的である（図11参照）。餌をくわえて空中におどり出て、飛びながら食ぺるが、

しばらく浮きながら獲物を飲み込む場合もある。後者の利は牛府とは無関係に周辺の水域で洒

の魚を捕える時に観察された。

体の重し、ウミネコは hoveringが不究

全で、小まわりが ミッュピほどさかず、

ポチャ リと飛びおりる感じの採餌法て、

生餌を捕えろ能）Jはミッュピに劣り、 も

たしたして＼ヽるうらに ミ‘：：ユビに先を越

されるのをしばしば硯祭した。

しかし、砲外てウミネコの小群が自然

魚群を追って海Ihi低く飛び、ゆる＼ヽ角度

で海而に突っこみ、すばやく カタクチイ

ワシを捕えるところをみた。そのうちの

1 ;J]はほとんと完全に潜水した。

アジサシは本米scavengerではなく 、採
図 11 i昔水採餌する ミツユピカモメ

餌（生餌）技術はカモメ類をしのぎ、海面にはばたきながら降卜・し、つまみ取ろカモメに似た

方式も行な うが、甚本的には hoveringしながらねら＼ をヽ定め、水中に突っ払むダイピング方

式てイワシを捕え、餌をくわえてその場から離れ、飛翔しなから飲込む （図66参照）。

表 5 カモメJEF15種の体の大きさ と重さの比較 （Dement'evet al. 1951より作表）

Species Length (m/m) Weight (g) 

卜 ウ ゾク カモメ 6~ 475-550 av. 513. 3 c5 702, 710, 772 av. 726 
Stercoranus poma,inus 5早 512ー545 528.4 1早 730

ウ ミ ネ コ 88 482-526 av. 506.1 7~ 492-640 av. 573. 4 
Lams crassirostns 2牟 440-480 460 4早 436-535 494.5 

ユ リ 力 モ メ 67~ 370-430 av. 391. 4 78~ 293-343 

Larus ridulw1dns 91~ 335-395 362.2 105早 257-295

ミ ツユ ピカモ メ 24~ 410-465 429.6 24<5 305 -610 av. 396. 25 
Larns tridactylus pollicaris 21Sj?. 380-445 412.4 31£ 310-495 370.16 

ア ジ サ シ 43 95. 4-118 av. 110. 3 

Sterna hinmdo lo11gipen11is 3牟 119.5-120 116. 5 

ウミネコーミッュピカモメーアジサシの順で小型化（表5参照）し、採餌法の＇が 門化はsea-

vengerの程度を低くし、 ミッュピは移行的で中間的位闘を占めると考えられる。

生節のイワシを捕えると ミッュピは飛び上がり ざま餌を飲み込むが、くわえたままその場を

離れて飛びながら獲物を飲み込もうとする。この時ミッュピはウミネコは追跡され、餌を奪わ

れる。ウミネコの トウゾクカモメ的習性が頻繁に行なわれ、!!ITの強奪が約内の各所でしばしば

観裂された。

4羽のウミネコ幼．烏に追われたミッュピ1訓Ifをくわえたまま逃げまわるが、つし 、には嘴から
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イワシを離してしま うと 、4羽がすかさず海而に突っ込み、1羽が餌にありつし 、た（図13)。

強愈するウミネコの数はミッュピ 1羽に対して巾独、2羽、4羽、7羽、最高10羽などを数

えた。単独で追うウミネコに他の（中間が追跡に参加することが多く 、追跡が長びくにつれ数を

増して＼ヽ く。魚をくわえたミッュピは右に左に急反転、方向転換をくり返してフルスビードで

追跡をかわそうとするが、ウミネコ群が人り乱れてこれを追う。

追尾はミツユピが餌を嘴にく わえて＼ るヽ問はかなり執拗におこなわれろが、 ミッュピが追跡

される途中餌を飲み込んでしま うと ウミネコは直ちに追跡を断念し、散開する（図21)。ミッ

ユピの体に触れたとこうは一度も観奈してし、な＼ヽ。真先きに餌をくわえた ミッュ ピをみつけて

追跡しても、参加した仲問に先を越されろことがある。ミツユピからの戦利品を他のウ ミネコ

に狙われ追跡をうげろこ とがある。 1羽のウミネコに追われたミッュピが空中で餌を離して し
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図 12 アジサシに盗賊行為を拗くウミネコ行島（小Infn坊でのスケッチ）

まうと 、 下に＼ヽた10数羽が一•斉に海而へ突人して＼ ‘った例をみた。強愈は必ずしも成功すると

は限らな＼ヽし、群れての追跡に協力は全くみられなし 、C 強迫が成功したとき放粂された戦利品

をたくみに空中てキャッチすろことしある。ウミネコのこのトウゾクカモメ的腎性は幼、成島

共にみられ、襲われる ミッュピに幼、成，1:収の区別はな＼ヽ。ウミネコーミッュピの関係は能登半

島沖でも度々みて＼ヽる（図22-23参照）ので、単なる localphenomenonとは考えにく し‘o

一度だ：tミッュピがウミネコを追うかまえをみせたことがあるか、餌を奪うためか確認する

に至らず、これを除＼ヽてはミッュピがウミネコから餌を強奪する完全な行為はみてし なヽし ‘o

ウミネコーミッュピの力関係ははっ きりしてし るヽが、 ミッュピは沌1こ風波が生じるとミズナ

ギドリ的なダイナミックな飛翔に変り 、スピードが11Y/しオオミズナギドリに混って生咬周辺を

飛び、しはやウミネコの辿尼は小可能とさえ思わせた。
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ウミネコの盗賊行為は対象種が限定されることなく 、アジサシ（図13)、ユリカモメ（図25-27)

に対しても盗賊行為を働き、餌をくわえた1羽をウミネコの幼f.';20数羽ほどが強奪しようとし

て追し、かける例、ウミネコ成、幼烏が単独または数羽で餌をくわえたユリカモメを襲う例をみ

た。横浜港でしウミネコのユリカモメに対する同様な行動をみて＼ヽる。 10月初旬、ユリカモメ

の湾への渡来数は少数であるが、ウミネコ、ユリ カモメ、アジサシ（最盛）の3種が混棲した

際、ウミネコがユリカモメの餌を奪おうとしたのをみたが、アジサシがカモメ 2種の共通の強愈

対象になったのは興味深しヽ。特にアジサシに対しウミネコの場合顕著で、 5、60羽の群1こつき強

奪の機会をうかが＼ヽ、哨戒飛行を続け、ア ジサシが餌を捕えるとi丘らに攻撃に転じる （図24)。

ド・z.‘”’

図 13 ミツユピカモメの餌を強奪しようとするウミネコ幼鳥群（小田和粥でのスケッチ）

ユリカモメの他種への威嚇や餌の強奪は度々観察している。狡魚場に飛来したミサゴに10羽

のユリがギュリギュリと濁った声を出 して総攻撃、 なお 1羽は逃げるミサゴを追った （（山台蒲

生海岸）。 トピに対しても威嚇行為に出る （三浦海岸ー図29、iiIi生海岸） 、カラスを威嚇また
は追尾する（小田和湾、三浦海岸）。以上は餌に無関係であるが、餌をくわえたウミネコを追

う （三莉海岸） 、餌を球おうとしてセグロカモメ を追う（石巻港、図28参照）の各例をみてい

るので、ウミネコーユリカモメの食物をめぐる関係はウミネコー ミッュピの関係ほど明らかで

なく 、差はなし、か、あってもわずかと考えた＼ヽ。しかしウミネコーアジサシの関係は明らかと

思われ、アジサシがウミネコの餌を奪うケースはみてし、な＼ヽ。

小m和砲では先に述ぺたように大型カモメ類が少なく、ウミネコとの関係をみる機会に乏し
く、ウミネコがセグロカモメを追った例を 1度だけみたにすぎなし、。逆にセグロ成鳥がウミネ
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コ幼鳥の餌 を奪おうとした例をみた（伊豆半島熱川海岸）。また餌をくわえたカモメ (canus)

成烏を 2羽のウ ミネコ若、りが追うのをみて＼ヽる（横浜港）。

オオミズナギ ドリとの関係し明らかてなく 、オオミズ、 ウミネコ、 ミッュ ピの3種が人り乱

れて生評で採餌してし‘ろとき、 1羽のミッュピこ・追うウミネコにつ＼ヽてミッュピを追う動作を

みせた例を 2度みたにすきな＼ヽC

Iグンカンドリ（稀）卜！）ー一.,.. クロサギ

チュウサギ

トウゾクカモメ

,‘9 ! 
' ; , . 

戸〉こ
〉三
'、三

コ サ

ヽヽヽヽヽ
？・
・

ギ

ゴイサギ

オ牙ミズナギ ドリ 二

図 14

←— 実 証 ＾＿＿＿＿＿力えられる一？ー不明

餌を めぐる種間関係：小田和洒

1) グンカン→ウミネコが実証された CJII章参照） 2) トウゾク→ウミネコ、ト

ウゾク→ ミツユピ、トウ ゾク→アジサシが実証された。

ミッュピー アジサシ （アジサシの春の渡りと 5月中旬まで残留する少数のミ ッュピとの間に

触れる機会はあ り得る）、 ミッュピーユリ (1969年にミッュピが大群で渡来したとき ユ リは全

くみられず、1970年ユ リの大群渡来の折はミッュピ少数をみたにすぎなし、）の関係は明らかで

な＼ 。ヽユリの多く は東京洒に入ると思われる。

陸烏との関係は、なかでもウミネコと 1・ピとの関係かしっとも額著に観察された。単独また

は数羽が空中採餌をして＼ るヽトピにつきまとった例を 3回目撃した。 トピは痰を拡げて滑翔し

ながら、脚につかんだ魚を嘴でちざって我）が、披．で餌をおおし、隠す形になるので、 ウミネコ

が強奪するまでには至らな＼ ょヽうであった。'}ji奪が成功した例はみて＼ヽな＼ヽ。またウミネコ幼

烏が魚を落してしまうと、付近にし、たトピかサット舞＼ヽおり海面から魚をつかみ上げた。別の

幼島がこのトビを追ったが途中から引返した例、tた数羽が餌を1;fたトピに接近し、斜め上か

らスピー ドをあげて交互にサットかすめ通る例しみ、r..:。逆にトピかセグロカモメの餌を奪＼ヽに

かかる例 （中村1969)や餌をくわえたウミネコを追う例かあった （三浦半島）。

またセグロカモメでは、湾の生笠から得た魚をくわえて飛ぷハシポソカラスを 1羽のセグロ

が餌を奪おうとして執拗に追ったが成功しなかった例をみて＼ヽる（九州桜島）。

カラスに対する反応では餌（小明）をくわえて海L:.を飛ぷハシポソカラスをウミネコ 1羽が

追ったが途中で引き返した例をみた。

種内の餌の奪＼ 、合＼ 1ヽまウミネコーウミネコ、アジサシーアジサシ、 ミッュピーミッュピ（区1
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30)、オオ ミズーオオ ミズ （図32)の関係をみた。なかでしアジサシーアジサシの関係はかな

り激し＼ヽもので、単独、 ししくは2～数羽が餌を得たしのを辿跡しttし、にかかる。ウ ミネコで

も、単独または数羽が奪し 、合し 、に参加することがあり、アジサシ同様激し＼ヽ争奪戦か展開され

る。

以上の種間の相互関係を校式的に示すと第14図のようになる。

3-3 トウゾクカモメとの比較

寄生の限界はその意味を厳密に考えたところで、はっきりしたしのではな＼ヽ。寄生と共生の

間にし＇ ろ＼ヽ ろな中間段階があるように、寄生と捕在との間にしどっちとしつかな＼ ‘ような状態

がた くさんある。ク ラーク(1965)はある種の鳥が強盗のようなやり）iて他種のよ＇ばこ 「寄生」

してしヽ る ような現象を 「搾取作用」と呼び、厳密な邸味ての「寄生」と区別してし＇る。

エルトン (1927)はトウゾクカモメがミッュピカモメから餌を強愈する例をあげて勺奸生」

の範店に含め、黒田氏 (1963)は北海逍天売島で、ウミネコが夕）］嘴に魚 をくわえて帰る ウト

ウを襲って嘴から餌を柚取りする例を観祭して、これを反協調的種間関係と呼んだ（このウ ミ

ネコ とウト ウの関係は同じ く天売島でフ ィルムにキャッチされ、NHKテレビで放映されたし

のを筆者はみている）。

Meinertzhagen (1959)はカモメ類の捕食と硲賊行沿を各地からの池録や観京をまとめて報

告 してし‘るが、クラークの指摘する

ように他種を襲って殺して食う純粋

な猛烏的捕食からヒナや卵を盗む強

盗行為、ヒ ナに餌を与えてし‘る親烏

からt耳を奪う「搾取」まで種々の段

階がある ことがわかる。以下Mei-

nertzhagenからの主なケースを引

用してみると、捕殺の例ではオウシ

ュウ オオセグロカモメ (marinus)

がヒナに与える餌を運ぷウミスズメ

科の1種（Puffin)を地上に打ち倒

し、 頭を打撃して殺して住う。偽つ

し、たカモを追跡し、首をつかまえ打

ち振って殺して食う。他種の卵やヒ

ナを食害する例ではセグロカモメが

ウミガラスの卵を盗む。シロ カモメ

図 15 ウミネコ幼品を襲うトウゾクカモメ

（小m和笥でのスケッチ）

とアイスランドカモメがフルマカモメのヒナと卵を盗む。 カリフォルニアカモメ (californi-

cus) は水烏のヒナと卵の30~るに担害を与える。餌を横取りするケースではオウシュウオオセ

グロカモメ、シロカモメ (hyperboreus)、ワシカモメ(glaucescens)が海ガモとオオハム類
から餌をひった くる。 セグロカモメはヒナに与える餌をヒメウの1種が吐きも どすや否や、す

かさず喉に嘴を差し込んで餌を横取りする。 カモメ (canus)がカイップリ （Podiops)の餌を
強奪する。 ユ リカモメ (ridibundus)はし‘ろんな潜水ガモから餌をttし、、そのふつうのやり方

は浮上したカモを突然攻撃し、落した餌を奪う。キンクロハジロ (Aylhyafulig叫a)に対す

る例では、カモが潜水した上空でhoveringしながら待ち、浮上するとカモの行にとまって靱

でバ ランスをとりながら嘴から横取りすることが骰祭された。
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l・ウゾクカモメ類はカモメ類の原始型と考えられ、いずれもその名が示す通り盗賊習性をも

ち、猛烏的捕食から「搾取」までし ‘くつかの段階がある。オオ トウゾクカモメでも っとも激し

く、嘴、脚、茨．をフルに仙って攻撃する。オオトウゾクカカモメの繁殖習性および繁殖期日は

アデリーペリキツのコロニーにほとんど完全な依存を反映し、繁殖期はベンギンの卵、ヒナ、

死体 （成l：J)を主食とし（Maher1966)、南極でのワシタカ的生態的地位を占める。

再びMeinerlzhagen(1959)のまとめたものおよ び観察記録から主なものを引用してみる。
捕殺のケースはケワタガモ、sheldduck, scoter, long tailed duckを襲＼ lヽ嘴で頭骨を打ちく

だ＼ヽて殺す、ニシセグロカモメ(fuscus)の内臓を脚で引き裂き踏みつけて殺す例などがあげ

られて＼ るヽ。佃を横取りすろケースはカツオドリのコロニー （シェトランド） でのオオト ウゾ

クカモメの観京が肛↓味深く 、それを抄訳すると 、

約 300羽のカツオドリが育雛するコロニー周辺に25羽ほとのオオトウゾクカモ メが餌を含ん

でしどるカツオドリに常に注邸して哨成飛行を続：ナろ。数羽がスピードをあげ1羽のカツオド

リを追跡する。カツオドリは向さを変え、水面ヘダイビングすろ。先頭のしのが餌を吐き出す

まて嘴て靱の先端をつかまえ続げた。数羽のトウゾクカモメとオウシュウオオセグロカモメと

思われる 1羽か屯り 、餌の奪し、あ＼ ‘が生じた、とある。

大型カモメがオオトウゾクカモメと同位閉tを占め、昇認昇ね乞2カモメ→カツオドリの関係

が先に述ぺた小出和砲での勾芸メ→アジサシの関係に類似することは興味深＼ヽ。

また小咆のクロトウゾクカモメの攻撃につ＼ てヽMeinertzhagenは、攻撃相手の間近に接 近

しての激し＼ ‘1111技飛翔で相手を圧倒し、 しばしば衝突するが、羽毛が飛び散ったり 、＼ヽ かなる

拍傷のさざしし決してみたことがなかったと述ぺ、時に爽で打つことし あろが、相手に餌を放

棄させる追跡方法によるとし、オオトウゾクカモメと攻撃法が異ることを示唆している。

小田和裕で観祭したウミ ネコを襲うトウゾクカモメ (Pomarinus)の攻撃も これに似ており

ウミネコの後尾にびたりとつ＼ヽて力強＼ヽスピードに腐む飛翔で執拗に襲った（図15)。

これに対しウミネコの追跡行動chasingbehaviourは追跡のみに終始し、 他種の体に触れ

るところは 1度しみていなし、。追跡はトウゾクカモメ同様執拗に行なわれるが、攻撃相手が餌

を飲み込んでしまえば直ちに追跡をあきらめ、相手にdamageを与えるようなこと はない。

この点オオト攻ゾクカモメとは異り 、また大型カモメ類におよばず、攻撃そのものはむしろク

ロトウゾクカモメに近＼ヽが、爽を使用しない点不完全であり 、相手に対する効果は心理的と思

われる。

グンカンドリは餌を飲み込んで＼ヽるカツオドリと 、飲み込んでし 、な＼ヽしのとを声から判断す

ろらしし 、(Nelson1966, 1968)。ウミネコの攻撃は祝党的で、 トウゾクやグンカン （図31,50 

~52参照）のように餌を吐き出させるところはみて＼ なヽ＼ 。ヽ

クロトウゾクカモメではつがし 、でしばしばハントし、1羽がうろさく攻めると他の1羽が戦

利品をさばく（Coward1969)とし うヽ。グンカン ドリは小群でハントするが協力せずむしろ競

争する (Nelson1968)。この点ウミネコはグンカンやオオトウゾクカモメに類似し相互の協

力は全く みられず、むしろ激しし、同種問の餌の奪し、あ＼ヽが生じる。

4 ウミネコ若鳥の奇妙な行動

冬の小田和弼でカモメ類を観祭して、ウミネコ幼島のみせた奇妙な行動はしばしば観察者を困

惑させるものであった。
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海而から我ぺられそうしなし ろヽし 、ろな物 を拾し‘上げ、舞し‘上が っては空中でそれを離し、再び空

中でキャッチするか、または海面から拾 っては舞＂ 、l.:.がり 、再びそれを洛すとし 、う動作を何度もく

り返す。この行動はふつう 単独で始 まり、少数の（中間がこれをみて、拾 ったものを称＼ヽにかかる。

ウミ ネコ幼．鳥のこの奇妙な行動を10数回親寮し、その場面を＼ くヽつか11蒻影 したが、2羽の幼島

が刹じたしっとし顕汗なケー スをスケ ッチしてみた （図16)。

海血に浮く 4,5cmの怜切を拾った1‘l(A)を近 くに＼ たヽ］，［＼（a)かそれを 奪おうとして追う。

白は追跡されて枠切を空中て離し (B)、再び空中でキャッチ しようとするが、 横から黒に奪わ

れろ (b-c)。白は海面に少昭 おヽ り (c-E)、糸くずを拾 って舞＼ ‘上がり煎に接近する (F-G)。

1'1は空中に糸くずを裕し、 怜切をくわえた、＇、［＼を追 ってそれを奪＼ヽ！こかかった。 黒は棒切を箔し

(cl)、 I’lがキャッ チする (H)。黒は海面に舞 し、 おり 、 ヒモのようなしのを拾 って飛び上がる

(e~g)。こ4Lをみた1'1はが った作りJを捨て (I)、],し＼のヒモを6tおうと追跡する （h、J)。

これと 1Iilじような行動を次のように観寮したが、 ヒなケースを＼ヽくつかノ ートから拾ってみる
と、

(1)怜l:T)をくいえた幼．鳥を他の2羽の幼．鳥が執拗に追う。 t伶UJをくわえたまま近 くの岩礁に

降り ようとするか、他の幼島がち ょっかし‘を出しに飛び立ってくろのでなかなか滸地てきな＼ 。ヽ

っし 、に成功して、群れから離れた岩礁におりて悴切をつつき始〉うたが、やかてそれを放棄した。

(2)森色のピニールを拾し、上げ、それを海而に裕しtた拾し‘上げろ動作をくり返して＼ るヽと

(a) 、 他の幼．I••↓ (b) か接近 し姓＼ ヽにかかる。 付近て木くすを用し 、て同じような動作をくり返

してし‘た（也J)1羽 （c)かそれを捨てて、2羽のゲームに参加した （図34)。

(3)怜切をくわえた鳥を別の 1羽が追し 、かけ7J':、逃：｝なからl釦UJを瞬間的に離し、再びパ

ッ トこれをキャッチする。追う側はなおい追跡を続け、 2羽とし海面に降りる。放棄された棒切

を追跡したlのか拾 って飛びKがり 、空中てこれを離し、海面て再度拾う。今度は残った 1羽が

この11;tIJを6tおうとして辿跡ナズ。やがてゲームをやめて 2羽：：し海面てik息に入った。
(4 ) 海面から (llJやら丸＼、物・乳・拾ってJiも「」 、•L ら 、 匂ヽlセ洛し、 空中てキャッチしようとする

が、海面に沿してし［う。再び海而：こ降り 、 くわえて飛び立つ。 tたそれを裕す。こ4Lを4回＜

り返した、か、この ・述の動作：こ 1他］）幼＇jが参加し(¢、ヽ ばかかったぐ｛也 J).';1'>追跡を逃札、これ

をく~ )えて 胃礁！こおりてつつ｀．ヽで 1 ;•I ・｀ち 、 風て飛；＇•＇ l 、_ 、,;il]八こ詔ちたかこ： ，を追うことはせ

ず放免した。

(5) ;i庫か・• 、iiよ UJギ＜わえて1砂 1沿・：） 、 空中てそ．i'‘_紺［しハット瞬間的1 こ枠をつかむ。つ

かみそこ＇‘って杵t海 1f1ilー．洛してしt・jと舞、ヽわりて再びくいえて飛ひ上かる。再度空中て棒を

離し瞬1itl的：で「Itやく！伶Z・ キャッチJ―ご＾こ1叶本を放iさしてし［〉と海1iii：こi;りて、I:}名ほとの反

さの．）jij(I)lなUJをくわえてJ！とび l泣ったか、こ、il 1よ十く放簗し岩礁：こ!.どったc これには他の幼、I...’}

の多｝JIIは':かったO tた別の幼．．，）ては直径4~5cm,/)'目乳ピン:J)フタのようなものを拾I.‘上げ、

治す1i動を12II_Ilくり返した後、湘1fli!こ降りて水浴！：移った。

この他ゲームのtJ・イ;tとなろり）は海1hi！こ浮・,.、で、ヽろしのならなんてしよ＼ヽうしく 、海鉛 (10cm位

の｛し')から50cm程J)ホンダワラjj'iやテングサ図33)、木くず、 ピニール、白；ヽ布、牛乳 ピンのフ

夕")t),ト・しの、 ミカンの皮らしぎ！の‘ー：：さtさ・1 (}):の，が選，，t几 7ヽ 。海底に＼ まヽだ恨のつし ‘

たホンダワラOliili『1i:こ出てし、る部分（よこ： 1 ／,Il h'L) :, tjIっばり l孔ずようとしたこともあったが、

さすかにこ；Lは途中てあきらめにケースもあった。

あるグルーフかピニールの対．＇、 iヽ汎ヽの後放棄す；3と、 しばらくして別のグルー フがこれを ゲー

ム1こ使・)と＼’つにjし合、こ、対象;4J)iよi,1Jし窃が何度か1iti)、:lうこしか;,::。
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カモメ類の空中から物を落す行動は従来から 2,3の種類に知られ、 セグロカモメ に次のよう

な記録がある。

セグロカモメは浜辺でトリガイのような堅くつぶせな＼ 食ヽ物を拾うことがある。するとカイを

くわえて空に飛び上がり 、15mほとの高さから落す。たまたま下に岩があればカイは砕けるので

仕物にありつけろが、よく泥や水面にカイを手各すことがある。すぐ近くにかたし、岩があっても相

変らず何度も何度しカイを泥の上に箔す （ティンパーゲン1959)。

同じような行動はカモメ (canus)でも報告されてお り、 15~30フィートの商さから頭を下に

たれ瞬間煎を，i，（t1.I:して、カイをかたくしまった砂や岩めがけでI真重に落すと、カイ をみとどける

ために直ちにかがむようにして舞＼ おヽり 、カイが割れてしヽな＼ヽと同じ地点のより高しヽ所に飛び上

がってしう一度これをおこなう (Coward1969)と＼ヽう。

この行動は明らかに住物を選んでおり 、採食動作の一つと考えられるが、ウミネコの場合は

(1) 多くは若島にみられること。

(2) ウミネコに頻繁にみられる餌のが＼ヽあ＼ヽと似るが、追うものと逃げるものに餌の奪＼ヽあ＼ヽほ

どのスビー ドに欠けること。

(3) 強い風が吹き被が高くなってi毎面」豆．をゆれ勁く食ぺられそうにな＼ヽ浮遊物に反応すること。

(4) この行動は基本的にはりi独で行なうか、すぐ付近の他の仲間が刺激を受けて拾ったしのを奪

＼ヽにかかること。そして奪われたしのは奪しヽ返すことがあること。

(5) 運よく他の（中間の追跡をかわすことができれは拾った物を海面に浮いてあるいは（中間のこな

＼ヽ岩礁に述んでつつ＼ヽてみるが、すぐ放棄してしようことc

(6) 沖j内中火部の生笠に集ろ採餌群から離れた、岩礁上の休．息群にみられたこと。

この一述のウミネコの行動は奇妙でその意味と判断すろことはむずかしいが、以上6つの共通

点を総合してみるとセグロカモメやカモメのカイに対する反応とは趣を異にし、むしろ好奇心を

伴なう leisureactivityからくる playfulbehaviourの一つと考えた＼ 。ヽこれは採餌ある＼ はヽ餌

を奪う技術を高めるかししれな＼ヽ。このウミネコ幼島にみられた行動は付近に＼‘た多数のミッュ

ピカモメ幼．島では1度し観察してし 、なし 、0

他に笠島で休息したウミネコのうち近くに飛来した 1匹のチョウを 6羽が交互に追し 、かけるの

を目限したことがある。また風に向って海面を低く飛びながら幼烏4羽が縦隊になって一斉に海

面から物を拾っては垂直的に飛び上がり 、それを落す行動をくり返し、先頭のしのは急反転して

後尾につき 、再びこの行動をくり返す動作をみてし 、る。偶然脚（趾 ？）にからみついたと思われ

るナワのようなしの（片沢の長さ程）を引いて飛ぷ幼烏を他の幼，鳥が追尾する場面を 目撃したこ

とがある。

トピでしこのウミネコと類似した行動をみて＼ヽる。脚に10cmほどの物をつかんで飛んで＼ヽる 1

羽を他の 1羽が嗚きながら追し 、かけ、それを空中で落すと追＼ヽか1}1羽がすばやく空中でキャッ

チした。先の 1羽がこれを追った。これも餌の奪し 、あし、ほどのすばやさはなかった。

まとめ

1 三i|}半島小田和切のイワシ （カタクチ） 生府に生活の一部を依存する烏類7科 16種を記録

し、特にカモメ類の行動に注目した。

2 ウミネコの幼 ・成烏ともにトウゾクカモメ的習性がみられ、対象種は限定されずミツユピカ

モメをはじめとして5種におよんだ。 この行為は単なる localphenomenonとは考えにくし 、
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が、 トウゾクカモメ類ほど習肌的ではなしヽ と思われる。特殊な採餌法の一つとし 、える。

3 ウミ ネコの追跡行勁はミ ッュピカモメ、 アジサシに対してもっとし顕著に発揮され、特にミ

ッュピに対して著し＼ 。ヽその））関係は明らかと恩われる。

4 この行為は l、ウゾクカモメ類（特にオオ トウゾク カモ メ）や大型カモメ類にみられるような

純粋な捕食ではなく 、相手を傷つけることなく餌を対う。

5 追跡は視此的で相手が餌を飲み込んでしまうと断念し、 トウゾクカモメやグンカンドリのよ

うに餌を吐き出させるようなことはな＼ヽらし＼ヽO tたグンカンドリと迫って攻撃対象の選択は

無差別らし＼ヽ。「搾取」はイ、完全である。

6 追跡は単独に2~10数羽が参加し、グンカンドリと同じように協力は全くみられず、むしろ

同種間に激し＼ 餌ヽの・的ヽ合いが生じろ。

7 島での海烏は営巣選好により地域的にある lヽ は地域的重複のなかで協調的共存の現象を示

し、競争はむしろ種内にみられろ（黒m1967、フィッシャ ー、 J.1946し参照）が、越冬地しし
くは休息採食地 （この場合漁迷）では柿内、IHI（こ餌（この場合カタクチイワシ（生餌）） をめ

ぐって寄生現象がみられた。
← —» ミッュピカモメ

トウゾクカモメ (1)くウミネコ (2)二 ニ アジサシ （3)の関係がみられ、(1)→(2)、(1)→
・ユリカモメ

(3)、(2)→(3)は寄'-t(被捕在、寄生は競争と して扱わな＼ ‘-黒田）と考えられる。 （2)の種

問には強弱の差が少なし 、ため餌の奪し、合＼ をヽみるが、i直接的斗争の例はみて＼ヽなし 、0

8 ゥ ミネコ幼．烏に奇妙な行動を観察した。海l（りから食ぺられそうにしなし 、し、ろし 、ろな浮逝物を

嘴で拾し ‘上げ、飛び上がって空中でそれを離してはまた拾し‘上げる動作をMl11Iかくり返す。仲

問がこれに参加し、実際の餌の倉．し 、あ＼ Iのような スピードと激しさに欠けろが、拾った物を愈

し‘合う。

文献：Blakiston,T. ¥V. and Pryer. H.1882, Birds of Japan. Trans. As. Soc. Japan Vol. X: 84-

186. Brunn, B. 1969. British and European Birds in colour. Hamlyn, London.カーシ，J.D..エプ

リング F.J.編（否原志勢他訳） 1964攻梵性の自然史 べりかん社．Coward. T. A (Edited by J. A. 

Barnes) 1969. Birds of the British Isles and Their Eggs. WARNE. エルトン（渋谷｝!r)菰尺） 1927.

動物の生態学 科学新胚社．iltt及幸保 1965. 17本烏類大図鑑 I~ II． 講談社．．＇．し＼田貶礼 1927.東海
沿Jド区の勁物に就て 静岡山し猟友会恨3: 14-15. - 1937. 'l'f椎勁物大系 哺乳類 三＇が；(:.-1950

日似の勁物（島類） II本出版社 一 1967. 島類の研究 生態 新、思潮社・一ー 1963 天売島海烏四究

山階．I，ぷ研柑3(5) 363-383. Maher, W. J. 1966. Predation's Impact on Penguins. Nat Hist. 

Jan. 1966 42-51 Meinertzhagen, R. 1959. Pirates and Predators. OLIVER & BOYD.三島冬用

1956.伊豆大島冬季の、鳥類 、以吠染報 15(1) : 37-49. 三浦半島自然保護の会 1965. 横須質市域にお

ける自然保護を嬰する地域の実態，収，lff.ヤ［｛岩． 中村一恵 1969. トピとシナントロビズム かながわの自然

No. 9:神奈川県11然保設協会． 10-12―1969.相模洒のカモメ ・アジサシ類同 No.8:8-11 -
1969. ミツユピカモメ人群の出現．神奈川県立博物館だより 2(1): 3. Nelson, B. 1966. The Man-

6-War Bird. Nat Hist. May 1966. 32-38. - 1968. Galapagos, Island of Birds. Longmans. 

柴田敏隆他 1965. 三浦半島の陸棲動物 三浦半島地域観光開発計画調査報岩，I~ 28-35 神奈川県刊．

田代逍弥 1967. 箱根の動物その現況と保護対菜ーかながわの自然 No.5: 6ー7 神奈川県I'1然保護協会．

ティンパーゲン，N.1959（蜆IL1JU]雄訳）島の生活丸普 Voous.K. H. 1960. Atlas of European Birds. 

NELSON. 
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w 相模湾 沿 岸 の海鳥類

相松坊は東1ま厨総、三浦の2半島、西は伊豆半島、北部は相模原台地に囲ばれた神奈川原南部

にi対人する海面で、 城ケ島と真館岬を結ぶ線で相校灘（伊豆半島と房総‘|'•島 、 伊豆大島をつなぐ

海域）と区別さJ.Lる。

烈潮の分流が伊豆）＜島と大島の間から流入し、野島崎沖から再び太平洋に流出する。この分流

は多 くの焦族の約への進出を許し 、 礁や海底谷は魚族のクf•生棲棗境を形成し 、 定苅させ、 それに

伴＼、多くの海l:}や沿岸．鳥類を湾に引きつけてし、る。

これtで相校約沿；；：ーの海烏につし、ては、沿岸の陸，りを含めて古くは籾山氏（1917)、松平氏(19

15)の採屯記録、近年では杉崎氏（1958)の酒匂川河11の報告や多くの1祈片的，記録はあろが、い

ずれも汀線付近の海岸に限られている。誇内の調査はほとんとなされておらず、占く松平氏 （19

24, 1925)のウミッパメ類と ミズナギドリ類の採集観察記録に留よってし ＇る。

筆者はほぼ1ケ年10数同にわたり主として江の島沖から城ケ島沖に至る沖合20km以内の範囲

の沿岸の海鳥類を漁船をチャーターして観察した。tた三浦半，島小田和砲内のイワシ生府に集る

海、陸鳥の群集に少なからず興味を抱き調杏した。＼ヽずれし中間発表の段階ではあろが若干の生

態的、記録的知見を得たのでこの機会に報告しておきた＼ヽc

なお鳥類科名の和名および分類配列は日本烏学会小委貝会報岩 (1967)に依った。

目 録

Order GAVIIFORMESアピ目

この目はアピ類4種とカイップリ類20種の明らかな2群に分かれる （黒ITI1962)が、 この目録

ではカ イップリ類を海烏のカテゴリーに入れなかったため除し‘てある。＊

Family GA VIIDlEアピ科

Gavia J. R. FORSTER (1788) アピ）属

1 アピ Gaviastellata 

やや小型の種類で冬季対島までの日本沿海に渡来する。

1969年から70年にかけて相校湾沿岸の次の諸点で観察した（すぺて冬羽）．小田原海岸1羽

(10は）、真的岬沖合 1羽（＂／n)、稲村ケ崎沖1001111羽 （1s/ Il)、小田原海岸近く 5羽、同100m

沖合 4 羽 (5/m) 、 黒崎ノ~:~沖 7 羽 （び／ ll ) 、 酒匂川沖 6 羽 （ 1 5/n)、 同河口 1 羽（I5は 、図35)

相校窃のアピ類はハシジロアピを除＼．9てふつうにみられるが、i者氏の記録をみても群棲すること

はなし、校様て、1it独かまたは数羽の小群がみられるにすぎな＼ヽ。

* Alexander (1954)はアピ類を海烏に含めてし、なし、。小委且会報位 (1967)でItカイツプリ類をアピ

目はから独立させカイツプリ目 Podicipediformesとしてし、る。
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2 オオハム Gavia arctica ssp. 

本邦には冬季シペ リア系の大型亜種C.a. viridigularisと北 アメリ カ系の亜種 C.a. Pacifica 

（シロエ リオオハム）の2亜種が渡来するが、2亜種の冬羽の野外識別は困難で、特に遠方から

はほとんど不可能に思われるので、ここでは亜種名の使用は避けるが、シロエリオオハムの記録

はある （三油郡七島N• 1916、逗子N• 1916消桜 1965)。太平洋側ではPacificaが多＼ヽ （黙
田 1956)。

1969年から70年にかけて相校裕の下記の地点で観察した （すぺて冬羽）。江の島海岸1羽 (29

ハ）、江の島沖100m数羽 (5/ II)、稲村ケ崎沖 150m5羽1群（1s / II)、真餡港1羽 (6/JII、港内

に入る。水而にのび上って数回は1またく 、図36)、真観沖合1羽（6/m)、黒崎ノ昴沖数羽 （24/ D)、

佐島天神島付近1羽 （29~31/m)、小田原海岸1羽 （I0/III）、小田原海炸3羽 (30/111)、城ケ島沖

500m 1羽 (24／立）、三祁半島津久井浜海岸1羽 （I7位）、油壼沖1羽 (26ハ）。反羽のものは佐

島笠島沖で8羽1群 （29/JV)を観察したe

3 ハシジ ロア ピ Gavia adamsii 

北極圏で繁殖し、冬季本邦には本州北部の太、ド洋側て比較的多く記録されて＼ヽる（黙ITT1956)。

牡鹿半島鮎川沖で冬羽の1羽を観祭した Cl7• II • 1970) ことはあるが、 旧朕笥てはみてし、な
し、。沿棲氏によれば相校而からもかって記録されて＼ヽる。他種に比し稀c

Order PROCELLARIIFORMESミズナギドリ目

Family DIOMEDEID.lEアホウ ドリ科

2／函13種で、北半球ではアホウドリ Diomedeaalbatrus、コアホウドリ D.nigripesのみでレ

イサン、 ミッドウ ェイ 、烏島など亜熱帯の島で冬季繁殖し、北太平洋で越夏すろ（黒田1962)。

北太平洋から中部太平洋にかけて広く分布するか、繁殖期以外は太洋で生活するため接岸する

ことは稀で沿岸からの記録は少なし‘。

相校泥からは日本産全種の記録があるが、クロアシア ホウドリがもっとし多く記録されて＼ヽ

ろ。 漁liiliiま”オオトリ ＇＇と 総称し、他種と区別 して＼， るヽ。

Diomedea LINNE (1758)アホウドリ屈

1 アホウドリ Diomedeaalbatrus 

本種の繁殖地は 1=1下のところ恥島のみで、生桜数は30羽前後、国際保護，烏に指定されて＼ヽる。

相校砲（年月日不明、消棲1965)。

2 コアホウドリ Diomedeaimmutabilis 

三崎X1・1865、相校砲（年月日不明） （以上消棲 1965)。

3 クロアシアホウドリ Diomedeanigripes 

春季の北太平洋を澗杏した煎田氏（1956)は4~5月（約40泄沖）には稀でなく 、前種より多

＼，ヽ と報告した。

相松坊からは大山沖相校涜I・1921、l'l• 1926、小田原JI・ 1881、江の島JI・ 1884、VI・1917、

1/f • 1926の6例（ii'i棲氏1965による）がある。

Family PROCELLARIID巫ミ ズナギドリ科
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ミズナギドリ類に17種あり、相揆祠からは日本産全種8種のうち6種が記録され、熱・：1r-性の多

しヽシロハラミズナギドリ類に8種あり、日本からは4種、 うち相校砲からは1種のみ。またクジ

ラドリ類に6種、寒悔性のフルマカモメ類に6種あり、日本からは北半球寒流系のフルマカモメ

Fulmarus glacialis唯1種があるが、相校砲からの記録はなし、0

Pterodroma BON AP ARTE (1856)シロハラミズナギドリ／属

1 シロハラミズナギドリ Pterodromaleucoj)tera hypoleuca 

5亜種 (Dcmcnt'evet al. 1951)に分れるが、 うち longirosll'is（胄森貼陸炎坊で4羽採集さ

れた。繁紐地、分布などはほとんど不明）は後に独立種とされた。

日本のhypoleucaは琉球諸島、小笠原諸島、ハワイ諸島西部で繁殖し、4亜種中しっとし広く

分布する。他に南太‘F洋（ニューフェプリデス諸島、 フィージー島）、 オーストラリア（ニュー
サウスウエルス）、南米沿岸に隔離分布する。

相揆洒（年月日不明）、鎌店由比ケ浜21• ¥111・1940、相楼砲からはこの2例のみであるが、 東

京洒（窃岡海岸）で1962年9月1日本種1羽が保護され後に放烏された（野島の会横浜支 ・報

No. 42, 1962)ことがあろ（図37a~b)。なお詳細につし‘ては黒田艮久氏 (1962山階．島研報3

(3))の報佑があろ。

Calonectris MATHEWS & IREDALE (1915)オオミズナギドリ屈

2 オオミズナギドリ Calonectrisleucomelas 

北はカムチャッカ半島北部、千品列島北部海域から朝鮮（繁殖）、中国沿岸南部、 ポルネオ、

セレペス、ニューギニア西部を経て南はニューアイルランド北方海域まて分布する。本邦沿岸で

繁殖する唯一の種類で、 北海近、本州、伊豆七島、四国、九州の沿海離島で繁殖する。

3月下句 (22~27日）に小田和洒口に100羽以ヒが接岸したのをみ、4月には笥内に（よ入すろ

のをみた。 8月に入って中旬 c19n)には城ケ島沖20km房総よりの海域に海 I:.！こiIむ 5,000羽に

及ぷ大群をみた。市た下旬（26~27日）には菜l_1i沖1kmで1,000羽を越すItfれか接岸し「ニギワ

ィ」をみせた。さらに10月初句に小田和笥に1,000羽程の1と入をみた。

以上、 じな記録をノートから拾ってみたが、杉崎氏（1968)は小川）瓜海岸の観祭で3、4、5、

6、8、9、10の各月に出現したと述ぺて＼ヽろ。松平氏（1924)は相校涜沿岸へは初春から秋期に

かけて出現し 6月初句 tでしっとし多く 、以後大群はほとんどみな＼ とヽ、収 てヽ＼ るヽが、J'it盛は8

月と思われ、イワシ群を追って病に入ってくるサパ科魚類の漁期と一致すろと考えられる。 11月

~ 2月にかけては沿岸ー1i}に一度しみろことがなかった。初夏から秋季にかけて沿岸一幣、特に
江の島沖から城ケ島沖にかげての海域はほとんどオオミズナギドリの独占する採餌海面となるこ

とかわかる（区141~45)。

オオミズナギドリ 、カタクチイワシ、サパ科魚類三者の問係は胚味深し、しのてあろが、採餌行

動その他につ＼ヽては中村（1971)を参照せられた＼ヽ。

Pujfinus BRISSON (1760) ミズナギドリ屈

3 オナガミズナギドリ Puffinuspacificus chlororhynchus 

インド洋、太、Fi羊ク）暖海域に産すろ。fH揆湾III・1919（消棲 1965)の 1例かあるのみ。

4 アカアシミズナギトリ Puffmuscameipes 

・オーストラリア、ニュージーランドて緊殖し、ベーリング海、カリフォルニア沿）枠に渡り越区

-34 -



する。またアフリカ西海岸、北大西洋にも渡ふ

江の島沖1917、25• V・1921、相摸湾20• V • 1919、茅ケ崎小和田沖2・V・1921（清棲 19
65)がある。

5 ハイイロミズナギドリ Puffinusgriseus 

南輝、ニュー ジーランド沿岸と付近の小島、南ア メリカマゼラン海峡の諸島て繁殖し、カム

チャ ッカ、 アラスカ、ラプラドル、グリーンランド、フェロー諸島まて渡るが、一部は南下し、

南極の流氷地幣沖合まで達する。

江の島沖V• 1916、V• 1917、V• 1913、 III・1919、鵠沼VI・ 1917、¥'I• 1918の記録 （清桜

1965)がある。

6 ハシポソ ミズナギドリ Puffinustenuirostris 

オース トラリ ア南東沿岸、タスマニア、バス海峡の諸島で繁殖し、赤道を越えペー リング海峡

の北極圏もて達し、アメリ カ西海岸沿＼ヽにカリフォルニア沿ポを南下し、繁殖地に帰ろ (De-

mcnt'cv et al 1951)。 しか し、古巣に帰るのIi:6~7政になったものて、若年I)Ii)く群をなして

島の近海をJI奴ひか＼ヽ 、ある群れは南下し南枠55` 付近にtて至る （小沢 1970)。

相揆砲から松平頼孝氏採集の録店沖V • 1919、茅ケ崎姥¢JVI・1925（消棲 1965)、 江の島V

• 1921（刷 111949)、黒田長礼氏採集の姥島V• 1925（柴田 1960によろ）の諸記録かあり、東
京約からは横須奴VI・1959C柴田 1960)かあズ。？仔者は次のように観察した。

即 lから佐島にか：ナての海域 (1~1.5km沖）て10故羽～20羽 （18~19• IV)をなたのがしっと

も多し‘。5月27日には5羽をみた。小田和灼「lてオオミズナギドリ群に混じって悔上に休む1羽

をみたが、オオミ ズのように砲内に入ることはなかった。また菜山の海岸近くて1羽みたが空9]及

で飛ぺなしヽもののようであった。東京砂の高津側海岸沖 300m で漁船につく 4羽をみて しヽ る

(21/n)。8月中旬に単独の2羽 （渡り遅れ ？ 若し、個体 ？） をオオミズ群中にみた （区/38~40)。

赤道を越え日木を通過するのは5~6月とされる。記録からみて相校湾沿岸の最盛は5月中句

頃と思われるが、本種は日本海域は通過して北ヒする （黒田 1956)のて多くはな＼ らヽしい。

潮日につくこともあり、単独または数羽て海liiに浮し 、て水しぷきをあげて水而をたたくように

嘴をさし込む。また奨を使って潜水しする。漁師の話てはサパガニ （ショウジンガニのメガロ

バ）を食ってし るヽのだと＼ヽ うc

7 ミズナギドリ Pnffinusnativitatis 

熱：，り太平洋産で、南部の諸島て緊殖すろ。稀f・種類て、相松湾からは松平頼孝氏採化の2羽

(1924)の記録・ （沿桜1965による）かあるのみC

Family HYDROBATIDJEウミッパメ科

しっとも小型、小．Iふ大で一般に尾は浅く二又しなし、。/j要の白＼ヽものが多し、。体は賠色だが灰色

のしのもある。 滑翔するが波の上をひらひらと舞し 、、 浮遊生物や餌をとる （黒田1962)。日本か

らは7種（日本鳥類目録）記録されるが、うちアシナガコシジロウミツバメOceanitesoceanicus 

は南極で繁殖する種類で従来日本近海からは千菜原犬吠岬31羽6・ill・ 1932 Or礼棲 1932)、三
陸沖1羽VI・1967、店島の束50海里海上1羽刈 ・1967（以上Ozawa1968)の3例に過ぎず、北

太平洋てもきわめて稀な種類とされろ。
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コシジロウミッパメ Oceanodromaleucorhoa leucorhoaは北海道大黒島で繁殖し、木）+I、伊

豆諸島に渡る。相揆湾から確実な記録ぱみあたらないが、記録される可能性の十分ある種類で

ある。

残念なことに箪者は相校湾沿岸でウミッパメ類を一度に尖見する機会に恵れず、ここに収録す

るのは諸氏の記録（これし乏し＼ヽが）のみによった。次年度の調代に期待したい。

相校湾のウミッパメ類については松平氏（1925)の採隼記録があるが、江の島沖20km大山がけ

付近から沖ノ瀬と称する人島と三崎を結ぷ中間の海域にかけてみられろと¥,ヽ う。

Oceanodroma REICHENBASH (1852)ウミッパメ／属

1 ハイイロウミッパメ Oceanodroinafurcata /1ヽrcata
北太平洋で繁殖する北方種で、日本近海では稀に記録 される。相校妨からは三崎III・1906、
相校泡（年月日不明）の2例 (Wi'棲 1965)があるのみ。

2 ヒメクロウ ミツバメOceanodromamonorhis monorhis 

北アメリカ太平洋岸で繁殖する亜種socorroensisと日本近海で緊殖すろ亜種の2亜種に分れる

(Dement'ev et al. 1965)。

Enoshima in Sagami Bay (日本鳥類II録）とある。

3 クロコシジロウミッパメ Oceanodrornacastro 

我国では本州北部 （岩手県）で繁殖し 、 中部以北の太平洋沿岸にし JI~米す る 。

東京湾側から 2例あるのみで、横浜市迷北区16・ XI・1961、横須竹X• 1929（消棲 1965によ
る）から記録されてし‘る。

4 ォーストンウミッパメ Oceanodromatristrami 

日本近海では烏島、北硫黄島、伊豆；；者島 （神津島）で繁殖する。

三崎V • 1921、相楼湾沖ノ瀬V • 1902（消棲 1965による）、 同V • 1921（松平 1925)、江の

島沖20km大山がげ、24• V • 1917 1羽（松平 1925)の出録がある。

5 クロウ ミッパメ Oceanodromamatsudairae 

北硫黄島で繁殖し、稀に相揆砺 (4~28• V • 1921 、 5 ~ 、 消棲 1965) に飛来すろ日本近海の
固有種とされる。

Order PELECANIFORMESペリカン目

55種が極めて明らかな6科に分かれる多型的な日で、すぺて魚在であるにかかわらず採食法の

違し‘により（本形、とくに嘴形が哭なる（黒「n1963)。ウ科を除＼ てヽ純然幣性の海島であるため、
ガランチ ョウ科、ネッタイチョウ科に属すろしのは本邦では稀な迷，「』とされ、相楼約からも記録

されて＼ヽ な＼ 。ヽカツオドリ科につし てヽはカツオドリ Sulaleucogasterが伊豆諸島の鳥島、御蔵島

で繁殖、伊豆半島沿海の神子元島（山階芳脳氏観察、浩棲 1965による）付近に し飛来するので

今後湾内で記録される可能性はあろと思われろ，
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Suborder PELECANIペリカン亜目

Family PHLACROCORACIDlEウ科

Phalacrocorax BRISSON (1760)ウ）瓜

1 カワゥ Phalacrocoraxcarbo hanedae 

日本産のカワゥは淡水や浅海笥を占める内陸性の種類で、 北•i毎近から九州市で分布し 、 本州各

地で繁砒する。

ウミウとカワゥは1927年に訂正 （黒田、島 5: 305)されるまで両種は訊られて久しく和名を

転称してし、たことがある。

松平氏 （1915)並びに籾山氏 （1917)はカワ ゥPhalacrocoraxca/>illatusとして報告されてし‘

るが、両氏の報告は訂正以前のことであるから capillatus即ちウミウとなる。

従って相校湾からは「3月20日より 4月10日迄江ノ島沿海を採集ス、鵜、あび、しのりかし等

普通種ノミ。鵜ハひめう、かわう敢多クうみうハ此海面二甚ダ稀ニシテ片瀬川口二 1羽を獲タル

ノミ 。」とある。籾山氏の報文中に記録される 1例に過ぎな＼ヽことになる。畝近の記録はみあた

らな＼ヽ。なお相校川ではかって鵜飼が行なわれて＼ ヽたが、これにはカワウを用＼ てヽ＼ヽ たもので、

その供給地は伊勢泡や渥芙湾知多湾であって、後に東京羽田の鴨場が上なる供給源になったとい

う(iikL孝敬 1954野．島7-8月号）ことから土府のしのではなかったらしし ‘o

2 ウミゥ Phalacrocoraxcapillatus 

北海近、本）・l・I北部（金草山以北） 、九州沖 ノ島、京都府の日本海沿岸て繁殖し、本州以南には

冬島として各地に渡米し、奄美大島まで達する。相朕湾でし っともふつうにみられる冬島で、城

ケ島、真館岬の断崖地が越冬コロニーとなっており、特に前者は著名である （図46-47)。菜山

から城ケ，1，.、'心ての岩［他地にしっとし多く集るが、浅岸を離れることはない。

城ケ，島のウミウにつしヽては柴田氏 (1967)の恨告に詳し＼‘が、それによると例年10月中～下旬

より渡来する少数の先駆的小群からはじまり、大体11月下旬～12月上句には全群の渡来をみて、

その総数約2,000羽に達するのがふつうであり 、4月 ド介JIこなると少数づつ繁茄地へ向って渡去

をはじめるが、5)]中句には数羽の残留者を残して全群の渡去が終了するとし うヽ。

反季残留例として城ケ島方面へ飛ぶ 1羽 （荒崎沖24/v1)、海上を飛翔すろ 2羽 （江の島沖2/w)

如 11真名瀬海岸の岩礁に休息する 2羽 （14/rn)、同3羽 (25/In)、1,;]2羽（26 h1)、 同4羽（6／閃）

をそれぞれ記録した。

3 ヒメゥ Phalacrocoraxpelagicus 
北海近、本州北部 （ほ森原陸奥湾） 、 九州沖ノ島で繁殖し 、 冬季本）1、|以南九•川まで渡って越冬

する。前種よりはろかに渡来数は少な＼ がヽ、ふつうにみられろ。田代氏（1967)の目録には西部

からの記餘はなし、ことになって＼ヽるが、真館岬の断崖地を海上より調介した際、約60羽のウミウ

と数羽の本種をみた び／n）。

海面上てはりi独でおり 、前種のように群れをつくるところは一度しみてし、な＼、（図48-49)。

Suborder FREGAT lEグンカンドリ亜目

Family FREGATIDJEグンカンドリ科

-37 -



Fregata LACEPEDE (1799)グンカン ドリ屈
1 グンカン ドリ Fregataariel 

大型の純海洋．I．'』で5種あり、本邦沿海からは本種とオオグンカンドリ F.mino1'の2種のみ、

しかも稀に記録されるにすぎなし 、。オオグンカンドリは八丈島 （藤木 1956)、兵JIIt県2例（兵庫
の鳥 1970)の3例が知られるのみで相模湾からの記録はなし、0

箪者は三油半島佐品の笠品付近の海上で、虻山方面から飛来した 1羽のグンカンドリ をたまた

ま観察すろ好運に恵れた（20• V • 1970)。
このとき笠！均の岩礁上には100羽内外のウミネコの幼、若島群が休息してし 、たが、グンカ ンド

リはめざとくこの群れをみつけ、接近した。グンカンドリ が群れの」：空にさしかかると一斉に飛

ひ立った （図 50)。このときはむしろ付近を旋回 してウミネコ群全部を飛び立たせる効果があっ

たようだ。JI奴ぴ立った群の中で嘴に餌をくわえた1羽のウ ミネコを追ったが成功せず、攻撃相手

を物色しながら付近を旋回。 ここよりやや離れたイワシの生府に向し‘、ここにし‘たウミネコを攻

撃し（図 51)、執拗な追尾の後、餌をはき出させるのに成功し、i各下する餌を海面近くで見事に

キャッチした（図 52)。

グンカンドリの体は胸囲のみ太くかつ短く 、脚服部は小さ く、極度の飛翔適応を示す。｝紅型は

特徴あり、},iは二叉てあろ。これは海洋上を飛び水面に急降下して餌をつまみとり 、また他の海

•島を寝って餌を吐き出させて受けとめる離れわざに適する形態てある（黒田 1962)。飲み込んだ

餌か気約こ‘片ってこれによる圧迫から締めつけられて発すろカツオドリの如 ぜヽ＼ 音ヽにより餌を

もってし‘ろか否かを判断するとし うヽが、いかなる刺激かグンカンドリに追跡行動を引き起こさせ

るのか確丈に決定することはできな＼ヽという（Nelson1966)。とまれ本来グンカンドリの分布と

重ならなし ‘ウミ ネコに対しこのような盗賊習性を発揮したことは興味深＼‘。

相樅灘海域からは伊豆半島網代 1羽12• I • 1960（沿桜 1956：こよる）、新島から 1羽4• V • 
1958 (Moyar 1959)の2例があるが、加えて筆者は 1969年6月2日伊豆人島岡田迷で幼烏2羽

1群 を観祭した（図 53)。相校沌からは過去、酒匂川河口で1回グンカンドリ 1種が出録され

てし るヽ （杉崎 1968)。他に東京笥小柴海痒へ台風15弓により吹さ寄せられた本糀1羽の記録があ

る （村上 1939、日本野．心の会横浜支 ・報No.26)。なお最近2ケ年の記録を別衣6にまとめた。

表 6 相股沌 ・東京湾側三浦半島に於ける最近のグンカンドリ

Fregata arielの記録 (Fregatasp.を合む）

観察均所 年月 n 観察者 幼・成島の区別 備考

1. 三浦半島久里浜 1968-11-10 渡辺 純 成島？1羽 Fregata sp. 

2. 伊豆大島岡田港 1969-6-2 中 村一恵 幼島 2羽 図 53

3. 三浦半，見佐，鳥 1970-5-20 II 幼島 1羽 図 50

4. 三浦半島油壺 1970-5-22 鈴木 誼 幼烏 1羽 F野r島eg2a8t6a号sp. 

5. 三浦半島佐島 1970-ll-1 麻野布鳥限研医究大部学 幼．烏 1羽

3と 4は同一個体である可能性が強い。

Order CHARADRIIFORMESチドリ目

この目は数利からなるシギ亜目と 3科からなるカモメ亜目とすろ（煎田 1962)。
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Suborder CHARADRIIチ ドリ亜目

この亜r1は11科に分れろが、海')に屈するしのはヒレア シシギ 1科3種のみて本邦からは内2

種が品録される。

Family PHALAROPODIDlEヒレアシシギ科

Phalaropus BRISSON (1760)ヒレアシシギ屈

1 ハイイロヒレアシ シギPhalaroj)usfulicarius 
欧 Illi大陸北部、および北アメリカ大陸北部の極北部で繁殖し、冬苓南半球に渡る．

従米我が国では迷r均扱tヽ を受：ナてし‘たし、カ・ア ・ヴォロビョフ (1966)しオホーツク海およ
び「1本海岸に渡来することはきわめて稀であると述ぺているが、渡りの際沖合を通過するので観

察者のFlIこ触れろ機会が少なかったためで、北日｛ら太ギ洋側を渦ftして烈田氏（1956)は次のよ

うに報告して＼ るヽ。 4月下旬女川沖に出現し、稀てなかったか、アカエリヒレアシシギよりは明

らかに少なく 、常に30~40浬以上の沖に見た。 出現期r:ilb短く 、沿岸に接近せずに千島方向へ
渡ろしのと推寮ざれ、八戸以北北海道沿岸にし見なかった。これか従米本種の記録の少な＼ 理ヽ由

と思われる。

相校洒ては別」くの如く記球したが、やは り出現期間は短＼ らヽし＼ ヽ（区I57)"なお古’．ヽ 記録とし

て三浦郡浦fY(8 • V • 1909)、稲村ケ碕（9• N • 1916)（以上泊棲 1965にtろ）かある，

2 アカエリヒレアシシギPhr.laropuslobatus 
欧亜大陸の北部、北アメリカ北部の北極圏で繁殖し、冬季は南‘臣球にドって越冬すろ。日本沿

海には旅l,．．＇）として春は 4月から 5月ごろに北方への渡りの途中に飛来し、秋は8月から10月ころ

北方への渡りの途中に JI~米する（清棲 1965)。日本沿岸の木種J)渡りに関する知識は乏し く 、

Demenl'cv et al (1951) の記載に1.,ほと んどみあたらなし 、か 、 黒Ill氏(1956) は北 F1 本）•(平洋

側の湖在で、 （Bの渡りの径路は津怪海峡を R本海に出ろか、あズ＼ はヽ陸地を横断してn本海に出
て、椎内悔域に北上すろしのと思われると述ぺてし 、る。

相校砲て0)澗在ては5月中旬に上群の一部と思われろ群れか出現 (4月のデータ！こ乏しいので

はっざりしたことは＇、 えヽぬか）し、以後徐々にその数を減じたことから、1、II校硲には5月中旬以

前1こJ::l洋か到辿し、徐々に北上すると推察される （相揆灼ての5月のウミッパメ猟を扱った松平

氏(1925)の記＇｝fに 、）く1IIか：ナ（江の島より約20km沖） より梢沖に至るに、アカエリヒレアシシ

ギ脱し＜群札り云々とある）。これは太平洋側の和の渡りに関し、 5)]ド旬恵111岬近海に主群が

集中するらし＼ とヽし うヽ．1，I、,:m氏（1955)の硯察につながると思われる。

なお、ll1；；田丑氏は1969年6月上り北消道函館港に大群のIRよをみて、窄者は＇が真の送付を受：ナ

た。そのり直からはっきりと種の判定はむずかし＼ がヽ、アカエリと息われた。

5 JJ 19「lの記鉢を別よく（よ<9)に示した。三浦‘因品沿＼ヽ (}),]栢磯沖2kmから、＇哀lilt<者ケ崎沖2

kmまでの淋1日に沿って出現したヒレアシシギをカウントした 1例である。

潮nに沿って船を走らせ、10~15m問隔の 1グループを 1l作として区別した。飛び立ったもの
についてはその方向に留意した。採食中のヒレアシシギは潮目に沿って短距離（30m前後）を飛

び、次の採住場へ移る。 群れ (1グループ）の移動は一つの均て採森を終えろと次の場へと群れ

は同じ方向に潮nに沿って移動すろ。群れの移勁は1グルーフ全且か＼ ‘つしょに移動して次の採
食均に向う均合が多しヽが、少奴かグループから抜：1て他のグルーフにUとじろことがしばしは観察
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表 7 ヒ レ ア シ シ ギの 分 布

1970 • 5 • 10 lli'l W.T. 20°C 
諸磯～策山沖約2km距離＝約10km
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太字：
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移動を示す

P.f:ハイイロヒレアシシギ

P.t: ハシポソミズナギドリ

｝ ：合流を示す
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された。従って 1グループの群れの形は不安定なものである。 1グループの大きさはまちまちで

単独のしのしn立ち、最商では67羽の群れを観察した。 このカウントで2種合計429羽を数え
た。

しかし、ヒレ アシシギ群れ全体では潮日に沿った帯状の分布を呈し、長＼ ‘ー列の群れの形とな

ってし、る。潮目につ＼， たヽヒ レアシシギは上体をおこし、体を左右に振って進み、せわしく嘴を上

下にふって浮遊物をつし‘ばむ。流れ藻の周辺によく集り 、ときに流れ泌に乗り上がって餌をとる

場合もある。淡水のフールで本種が採食する際、独特のcirclingmethodにより体をグルグル回

転させてうずを作り、微少生物を浮き上らせてつ＼‘ばむが、波浪のある海上では潮流が微少生物

を樅拌して浮き上らせ、採在を容易にさせるためか、この採食法は観寮されなかった。

この付近の漁師はヒレアシシギをショナメドリと俗称して＼ るヽが、それはこの、I'』の採餌法をみ

て、浮追物をつ＼ ‘ばむ姿があたかし塩をなめて＼ヽるかにみえるからで、その生態にあった方言と

なってし 、る。

ヒレアシギの分布は村月日 と密接な関係にあり 、潮目が不明1原となろにつれ数を減じ、切れると

バッタリ＼、なくなろ。潮Ffから潮目へと採在移動すると思われる。

翌20Flにはその数を減じつつあり 、潮目に沿って同海域でアカエリヒレアシシギ 142羽、ハイ

イロヒレアシシギ3羽を数えたn 剣崎海昨のオタマジャクシ、 トウゴウヤプカ、ポーアオノリ類

などの生有する兵水のフールで採食する夏羽雌1羽を記録した。

5月旬から 6月上旬にかけてが春の渡りの後期と考えられ、江の島沖10~12kmて、 しばらく飛

んては海面に苅水し、問しなく飛び立つことをくり返しながら、人島航路に沿って飛ふ10羽の小

ltドを観寮した (2/91)。

秋の渡りにつしては手持のデータが乏しく 、記録を留めるにすざな＼ヽか、沿岸ては8月の中旬

頃か最盛ではな＼、か。熱海沖 7~8km、初島の間で8羽（24/I胃）、三浦半島佐島沖の記録ては冬羽

を混しえた5羽 1群、4羽 1群（20／口）、27日には冬羽1羽をみたのみて、さわめて少なかった。

漁師の新介留吉氏からの‘1廿報によると10日に 150羽の群れ、9月の9n前後に数羽の群れ、10月
初句に1~2羽、て少数、22日に10数羽をみたと＼ヽう（図 54~55)。

本種は越冬地では海洋生活を送り 、ほとんど陸地に接近することはな＼‘が、 25羽内外の小群が

三浦半，r.＇」小HI和涜に人ってさて、海上に休むオオミズナギドリの群れ近くに新水したことがあっ
た (l8/y、図 56)。よた河n (41-l校川 10• X • 1966、高野凱夫氏、 野．Iルの会横浜 ・支 ・報No,

64)、湖沼 (3羽16• X • 1965、m代逆弥氏観察）にしJIも来すろことがあろ。

Suborder LARIカモメ亜目

カモメ科82種（内アジサシ41種）、 アジサシモドキ FI•3 種、 トウゾクカモメ科4種からなる（黒

ITT 1962)が、アジサシモドキ科は日本に産しな＼。ヽ

Family STERCORARIID巫トウゾクカモメ科

4種あり、北極囲に3種、南極に2種分布するが、残り 1種クロトウゾクカモメ Stercorarius

parasiticusは相校裕から確実な記録はな＼ヽが駿河湾ては骰祭 (6羽、6• V • 1924、 多数15• 

V • 1924、山階芳J屈氏観寮、箭棲 1954)されて＼ヽ ると＼ヽ う。

Stercorarius BRISSON (1760) トウゾクカモメ屈

1 オオトウゾクカモメ Stercorariusslwa maccormicki 
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北大西洋に 1亜種、南半球に 1]Effiと悩蹂分市し、口水沿海には南極から｛和季北上してくる。

観察はして＼ なヽし、か、相揆坊からば江の島沖V・1916松平領孝氏採堪、三浦郡城崖V• 1921、姥
•['j V —\'I • 1917~1921、浦質沖（如閲） 111• 1900、（以上消棲 1956)。相揆洒30羽以上 (II本

鳥類目録1954)の記録がある。

2 トウ ゾクカモメStercorariuspomarinus 
欧亜大陸北部、 北アメリカ北部の．ILti低1て緊殖し 、 ）ゞl‘••洋では赤迎付近よて南下する。

従来の相樅湾の記録は江の、l,.、1j沖V • 1916、松、1＇：頼孝氏採果（沿棲 1965)、相校約（山階椋ぶ
II本．鳥類17録1958)の2例に過ぎなし‘が、今日の沿岸ての調脊から決してf希てはなし こヽとかわか

った。

北日本）．こ‘F洋側を凋査した、1・［＼田氏（1957)は、本種の渡り 2次のように，；己して＼ ろヽ。 3月初句

既にt副島県沖に先駆を見たか、t群は4月中旬から出現し始め、4月23日から放□IHIに最し多く
女川沖を通過し、5月に入ってし尚少奴か後続し、5月下旬には北海道南｝ドを渡るしのかあっ

た。渡りに際しては既に一番となり、或は単独又は数羽が一群となって大洋上に散lli1し、数十メ

ートルの高度を飛び肱々海上に（卜んて＼、た。

三浦半島沿岸での観察は次のとお りで、すでに3月には沿岸に出現する。

流天の口、 トウ ゾクカモメ 3羽がそれぞれilt独で小Ill和洒には入し、 ミッュピカモメはもちろ

ん、ウミネ コをも攻焙した。生竹・の周Ifllて株餌中の20放羽のウミ ネコ幼．島群に突っ込み、1羽を

執拗に追＼ まヽわ し空中に餌を吐出させてがった （図15, 中村 1969)。以後 （1970)放同沿岸で観

寮した。 5月10n正午、菜山真名瀬海）やでシギ類を観寮中、 長者ケ碕方1/Jiから海lhiヒ20数メート

ルの高さで飛翔すろ2羽に気ず＼ たヽ。飛翔はアジサシ的で深く 、力強く 、スビー ドに宮む。 3羽

は江の島方面へ泊えた。海岸の上空数十メートルのところに雄然と soaringする4羽。 131I、 佐

島の笠品ヒ空を2羽 1群通過、続いて2羽 1群、さらに 2羽1群が後統したか、こ'12羽は生宍

周囲て採食中のアジサシの群れ（ウミネコし含む）に突っ込み、それぞれ単独て1i[I1のアジサシ

を盛に追＼ヽまわした。この後7羽のシロハラトウゾクカモメが笠島上空を通過してし‘った（シロ

ハラトウゾクカモメの項参照）。 19n、江の島沖2kmで1羽、海血に休息する 30羽ほとのオオミ

ズナギドリの群れ近くに降りろ。；i':山沖1kmの海上て漁船の近くに 1 羽JI~米（図58-59)。別の

叩．独て飛来する 1羽。 20n:.:1羽1群、数十メートルの上空をsoaringしなから小10和笥に人り 、

沿岸沿＼ヽ 1こ北上。

一時的てはあるが魚群のI.:.！こ凡群かし、て、そのさらに上空にトウゾクカモメか（立；r[すろ屯II'l的

な空間排列が形成される。

3 シロハラトウゾクカモメ Stercorariuslongicaudus 

欧亜大陸北部、北アメリカ北部の、，t柏弗lて繁殖し、冬季南アメリカ南部海域［で渡る。 De-

mentevc et al (1951)によれば、21IE種に分札II本沿海に渡米するのはシペリア，1(北部、北アメ

リカ北部て緊殖すろS.l. pallecsensてあるらしし、0
黒田氏 (1957)は北n本太平洋側の澗在により前種に次て三臨沖から北海道I村）jを略 I9,J様の

径路で辿過することか明 Iうかとなった。三陸沖では30~40浬以内に来ろことは稀てあった。女川

沖は5月1日から放日伯l：こ＇！：し多く渡った ばりの状況は前種と同様に散開して）＜洋上をii~翔

し、時々海上に浮ひ、主た浮；位物： • i k.e、するし •J)もあっにと恨';J;·して＼ヽる。

前ifi1)Jfiて述ぺたよう．こ、て：；：上，とを通過したトウゾ 7 カモメ：こ次'.‘て、 7 羽 ~1)本種が笠，iしを

通過した。うち 3 キ］は筆者グ）頭上を飛んて、小In fni乃に'_•入し、残り 4 羽；i海而低く 、 ゆっくり
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と飛びながら北上した。＼ ずヽれも恥、ヽ 尾羽を引l、ヽ た美しし、成．島てあ ったが、他種への攻熔はみら

れなかった（図 60)。19日、江の島沖海上にi1も息する2羽をみたが、臣成心強＼ヽためか船を近ず

：ナず、接近は困難てあった（図 61)ぐ相揆柄から新記餘と思われる。

Family LARIDJEカモメ科

カモメ ：

アジサシ類を除＼ てヽ本邦から 4/I411沌，心詠されて＼ヽ るカ・、うち 2種はさわめて稀jな述I・がで残り

9種が一般的であが相校砲沿平からば次’J)8 f，tが記餘されて＼ るヽ。

なお幼I・,Jの野外識別は、特に大型カモメtiiて1i4雅ヽ な瓦，｝合か多かったた・〉＇）一部を 1冷＼ヽて記録から

除外してある ＾ 多くの生態'lj••真 1 こ、;a炉•残したかそ '.')‘I.ij)じは別の機会にゆずることにした＼ ヽ。

Larus LlN N £ (1758)プ］モメ）1．討

1 シロカモメ Laneshyperboreus pallidissimus 
前袖I,iji．淡寒沿系の種類て、ヨーロッハ、シペリプ．の北杓濯；、カナダ北部の語，心沿岸て緊紐する

周極種で、セグロカモメ:,')ように内陸ては緊殖しな＼ヽ 沿＇i：性の種泊。北） べ‘IL洋 ．と北人西洋の2曲

廊 こ分れ；：）。日本へは北太平洋の1,lti飩か渡釆） ／j。カモメ類中紋）く。

成．Iげ清は淡＼ヽ 1打灰色、瓜切先端かわすかに）火巳てあるほかはIJ:とんと1’i色、2年 II(}J冬の亜

成、I，心は全身純白てJこしし 、。他のカモメ几'liこくりへ｝＼~（先端か丸味 なりひ 、 しかi.,I)Jっくり 1まはたし‘

て飛ぶI.::：．へ、飛翔バ！はむしろノ スリや他の猛'..,JulJ)それに似る

江の島海岸、以餡、小山旗 （中村 1969(ー／戊I』としたか11i成，1.:¥u)ふりてある(})て訂正する）で

記録して＼ るヽ。東京泡走水沖ではシじ仝な成，り羽のしの1羽・とみて＼ヽ る (28/11)。多くはな＼ ヽ（脳

78-79)。

2 ワシカモメ Larusglaucescense 

オホーツク海からペーリング海諸島の沿片＇：、 北アメリウ北部で繁殖ナろ）＜咆種て、北太平洋屯

部の海域に主産する。従米n本てはきわ・9)て稀勺造＇．，iとこれて＇．ヽ たが 、近午、，ぶi道、本）11北部で
の硯寮記録が増 していろ。

相揆湾からは杉碕氏（1960).)酒匂l11卜．i点からの成島 1羽（2• Ill • 1960)の1例がt，ズに過
きず、稀と思われる。

3 七グロカモメ Lamsargent叫usvegae 

北半球：こもっとし広く分布し、多くの地珂的直飩に分れる (Dcmcnt'<.:vet al, 1951は12亜種

に分け、それによれば日本に咬米するしC)はシペリア杉iiti‘りて緊；1i'iすろ 1,jじ稲 (vegae)とされ

る）

体色はカモメ (canus)に似るか二':lり）くき＼ヽ 。冬序tri揆泡沿w．り）河11、漁港にふつうてほか
のカモメ類同様海加こ打‘liせられた死．0．しや廃染5れたくず肉なとをあさろのて海岸を泊社如保つ

慈味でも役v．って＼ヽ る（図 70-71)。

4 オオ・ヒグロカモメ larusschistisagus 

オホーツク海、ペーリング海から北海辿化部にか：｝てJ)沿；性、離ふ＇） （繁殖し、冬下一部のしの

は南に下ろ。前飩t,1rfiて緊殖l、分，'1i!岱 筍ヽIli『！限rj 1 7。 尺ざヤ 、｛｛；色→前稲に「杓似する。
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成島の行は前種よりし訟清 灰色て識別は容易であるが、1、2年1」の両種の幼鳥は野外ではほ

とんど区別できな＼。ヽ 前種同様相校洒にふつうであるが、一般に大型カモメ類は江の島以南、特

に真餡付近の開けた海域に集る傾向がある （図 72-73)。

5 カモ メLanescanus lwmtschatschensis 

セグロカモ メの分布に似て北半球に広く分布するが旧北区に多し 、。日本にし少なからず渡来す

るが相松沌ではそれほど多く はな＼ らヽしし、0

ウミネコとほぼ同じ大きさであるが、成店のう双上而が1よるかに淡＜、ウミネコのような、＇灼僻が

尾にないので容易に区別できろ。

酒匂川河口 （図 74、中村、 1969)、江の島海岸 （図 75)以上成．鳥、小田和切 で亜成．烏1羽を

記録して＼ヽる。

6 ウミネコ Laruscrassirostris 

カムチャッカ半島南部から台湾近海までの記録はあるが、日本近海の特産種で本）・l・Iで繁殖する

唯一の種類。分布域はほかのカモメ類に比して狭し 、0

相校湾でしきわめてふつうで、非繁殖烏が残留し越夏する。夏季（19111)笠島で約450羽を数

えた（図 76-77)。

7 ユリカモメ Lanesridibundus sibiricus 

代表的な温僻系の小型カモメで欧亜）J陸に広く分布する。内陸性で河川、運河をのぼり、内陸

の湖沼にしみられ、 都会にし現われる。カモメより一•周り小さく 、 冬羽の成島は全身ほとんど 白

色。反羽ては頭全体が沿．1.I：＼褐色となり、］島、帽子をかぷったようになる。相校坊でも ウミネコと

としにさわめてふつうで、各地にみられる。 1970年12月下旬、小田和砲で1,000羽を越す）＜群

をみたが、2、3日後には姿を泊した。本種よりやや小さしヽズグロカモメ L.smm(lersiは現在の

ところ心録されてし、なし、（図 80-81)。

8 ミッュピカモ メLamstridactylus pollicai・is 

2 亜種知られ、 北極1翌1 から北緯55疫の範囲、 冬季北緯30)文付近tての太 ‘I'9•洋 、 ）ゞ西洋 ・中北部

で外浮l：：括しながら越冬する。日本にはそのうち太‘F・洋の亜種(j)ollicaris)が渡米する。

1969年3)]三irI)1乞島小m和湾に大群が出現したが、ピークは3月 1叫Jでその放は3,000羽を越
えるしので、渡去屯結の感があった。以後急激に数を減じ、3日後には400羽前後となり 、4)l

に人って上hJ(1On，前後）には100羽前後を数えろのみとなった。 25「lには20数羽のほとんど幼

鳥ばかりをみた。 28日は成．鳥羽のしの1羽と幼烏2羽。 29日は幼鳥3羽、5月に人って18「lに成

、島羽のしの2羽と幼鳥 l羽、21nに成り羽の1羽をみたのか最後となった。

県l」l氏 (1956)は春季の北日本太平洋岸の鳥類を調ftして本種の渡りを次のように」｝いてい

る。冬季は三！滝沖に越冬し、以後は上として幼島少数を見たのみて、今1111は4月281Iに大槌沖で

且幣したのか最終てあった。

今回の三浦半島への指結と渡去は短期問のうちに、しかし急激に行なわれた感があったが、黒

山氏の観察とよく一致し、3月下句に相校湾を通過し、北上を続1ナ4月上旬tてには三陸沖に達

するしのと考えられる。沿｝iどでし決して稀な種類ではなし、（図 82-85)c

アジサシ ：

大部分温然・ilf産の飛翔海'・9』で、本邦から13種記録される（日本I：頂＇i|」録1958)が2種を除＼ヽ て
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は＼ ずヽれい迷島で稀にしか記録されて＼ tヽ;し 、。相校坊からは半数近くの7種が記録されたが、北

方系のコシジロアジサシを除き 、し、ずれし温然：if性の種類である。これほかに東）；サりからは然・：if

性のクロアジサシ Anous stolidus /Jileatus "Gulf of Yedo" ()く炎 1,•り物館）、 マミジロアジサ

シSternaanaethetus anaethetus横浜（Seebohrn1890)（以上n本烏類n録によろ） 、温然：if
性のクロハラアジサシ Stemahybrida swinhoei 28 • X[ • 1934、神奈川貼六郷河n、黒IEI1935) 
の 3種の記録があろ。

Sterna LINNE (1758)アジサシ屈

9 ハジロクロハラアジサシ Sternaleucoptera 

南ヨーロッハ、 ソ述中南部、中部アジア、南両シペリア、 トランスパイカリア、モンゴル、滴

州などで繁殖し、冬季アフリカ大陸、インド洋沿岸、東南アジア、オーストラリアなどに渡ろ

(Demenl'ev et al. 1951)。内陸湖沼の淡水性の種類で、渡りのときは沿海にし現われ、 日本か

らは東京湾て1921年採｛にされて以米数回5月～9月に記録されて＼＇る。相朕防からは洒匂川河 n
で反羽の14羽が品録された (17• V • 1958杉碕、1968)。
1969年5月21日三浦半島小田和坊内でイワシの生府に休止する約80羽のアジサシ群中に本種の

以羽成烏1羽を認めた （図 62-63)。アジサシより 小型で、飛翔はアジサシほ ど深くなく 、ハト

の飛翔に似るところしある。採餌法はihi1/1iを低く飛んですくし 、とる方式を行なし‘、時に急降下し

て海面に降り 、海1hiをかすめて急 I,:外するが、アジサシのように水中に突人はしな＼ 。ヽihi而低く

かすめ飛び、頭を左に傾け、数阿すばやく 述続的に嘴を水中にさし人れろ（これを 1-2回くり

返す）採餌法を観察した。これは相校灼からば杉崎氏 (1968)の記録に次＼ヽで2lnl 11となる。

10 オオアジサシ Sternabergii 

我国では小笠原滋島、奄災群島（徳之島のみ、近年は認められな＼ヽ）の2地・‘・'.iて繁殖すろのみ

て然副生の種類であるが、以北てはこ．＜ ｛希で、東京VIII・1947、兵）ボ県明行沖X• 1950、大阪府(E
吉浦海｝tCX • 1959 Ci謹 1965による）から迷りとして採果されて＼ヽるに過ぎなし ‘o

1969年5月15日、 三浦1'：，島小田和坊てポートにより坊内て アジサシ を観寮中、 1,000羽近しヽア

ジサシの乱舞する中「あざやかな黄色のk¥ヽ嘴の）こ咆アジサシ 1羽を認めた。頭部の羽冠はみえ

なかったが、楳上面はアジサシより暗色、）ピは1‘Iくなく （灰ネズミ 色）深く分岐、州はアジサシ

より）こく 、ギュル、ギュル。充分な観来のできなしヽうちに群れから離れ、荒碕）i面へ飛ひ上っ

た。 3枚ほど急ざシャッターを押してかろうじてj船；紗できたが、小観寮の結果と’/j：真によりオオ

アジサシ以羽と半lJクじした。',j:J,＇［．に長くて太し 、嘴の特徴と「もの白くな＼．ヽことが現わされてし 、る（図

64)。+11校洒からは新叫録となろう。

11 アジサシ Sternahinmdo longipennis 

4 亜種に分れ、極北部を除く！如lE人陸、北アメリカ北東部て繁殖し 、 冬f，，南アメリカ人•西iY;.J悼 、

アフリカ）く陸）』西洋側、ヘルシャ坊からインドにか：｝てのインド洋沿がからニュ ーギニアガ面に

渡ろ。本邦でしっとしふつうにみられる種類で、相校柄では油i：位近辺から＇・は山にかけての沿芹で

もっとも多くみられる。小田和防1,000羽内外 (15• V • 1969 中村 1969)、f,,J250羽前後（18
Iv)、同80羽内外（21/v)と数を減じ5月26nには洒内に 1羽しみられなかった。同年の秋の小

田和涜て、1,000羽前後 (6/x幼りを多数含む）。春の渡りの上群は5月中旬：こ辻し、下句には渡

去を完了すると考えられろ (5月25日に佐島沖を縦隊で北進する65羽をII撃した）か、散(£的に

移動するものと思われる。秋のほりにつ＼ヽては佐島沖20kmて襟流物に休止する先発隊と思われる
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羽を観察（27/lI) したが、9月中旬には続々沿岸に集 り、 各地の漁港、港湾に分散してしヽく もの

と考えられる。

樅浜港内（普通）、横須役't)J:200羽前後、 鎌念材木座海岸約 400羽、 菜山 150羽生笠に集る

（以上I7は ）、小1n和洒400羽前後（18/JX)。 渡去につ＼ヽては不明だが、敢盛は10月初旬と思われ

る（脳 65-66)。

12 コシジロアジサシSternaaleutica 

カラフ ト沿岸、シペ リア西部で繁殖する北方種で分布域が狭い。冬季他種のように 南 に 下 ら

ず、北太平洋）ドに残留する唯一の種類である。

n本からは過去3回の記録があ り、うち 1回は相校坊（年月「Iイ、明） から記録された。敢近高
野仲二氏 (1969)により酒匂川で本種が観奈され撮影された。飛翔力しあり採佃動作し行なった

か、迷行して米ただけにやや弱 って＼ るヽ感じであ ったと＼ヽう（図 67)n

13 セグロアジサシ SternaJttscata nubilosa 

我lI:1近海からは琉球諸島や小笠原諸島で繁殖するか、本邦沿海ては少なく 10数［U|記録かあるの

みてわる。相校消からは三崎城ケ島 Yllf• 1904（沼棲 1965によろ）の占し、記録かあり 、 最近ては
1966年9月26n、台風24号、26号の通過後、相揆）1|河 I」て 1羽観京されて＼ ‘る（商野 1966)。

14 コアジサシ Sternaalbifrons sinensis 

中南ヨーロッパ、温僻南アジア、インド、オーストラリア群島、オーストラリア、アフリカ、

北アメリカ南祁、中央アメリカからヴェネヅェラまて広く世界的に分布し、 数亜種に分れる。

(Demenl'ev et al. 1951)。

本州以南に夏島として渡来し、本州、四国て繁殖する。相悦灼沿岸から内陸にふつうで、酒匂

川と相揆川の下流から河11にかげての砂礫地て繁殖する。三浦‘［島沿岸では少な＼ヽようで、小田

和洒でぱ数羽を 目岐したにすぎな＼ 。ヽ相模坊沿岸の渡りの状況はくりしくわかってし 、なし、（図

68)。

Anous STEPENHS (1826)クロアジサシ）巫

15 クロアジサシ Anonsstolidus ssp. 
フィッ リッピン、イ ンドシナ半島、ハワイ 、琉球列島、小笠／扇諸，1,．｝、 ミクロネシア諸島、イン

ド洋諸島、南）、で11・袢諸島、オーストラリアなど熱幣海域て緊殖し、セグロアジサシと共にしっと

も多し 、種類であるが、本邦沿学には椅こ飛米する (A.s. pi/eatus)のみてある。尾は二叉せず、

樹上繁殖をする。

麻（h獣医）く学森m幹夫氏は1970年8月13日に三浦半島笠，島て、ウミネコ秤鳥ltl紆こ混しる本種1
羽を観京し、搬彩され（図 69)、三島冬朗氏により本種と同定さ 1`た。 +11校灼から新，記録と．思わ

れる。

Suborder ALClEウミスズメ亜目

ウミスズメ瑣は22種からなる小目て、北12球限産で北大西洋およひペーリング海にl:産する

（煎田 1962)寒海i生の海島てあろ。「1本列島沿がは多くのウミスズメ類のアジア沿｝ド側の越冬
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北限てあり 、 カンムリウミてズメを除'·ヽて多くは本）•I1中部以北の寒流域にヒ哩するため、 相朕坊

では種煩、放としに少な＼ 。ヽ

本邦かり14種（15亜種）（日本l,'はii「I録、1958)が記録され、相校坊からは半数以上の8種が記

録され、うら4種を再確認したが、ウミスズメとカンムリウミスズメ（近年減少したとし わヽれる）

の2l』T(をII,;:¥Iて渡来数！ま多くはなし 、と思われな

Family ALCIDJEウミスズメ科

Uria BRISSON (1760)ウミガラス屈

1 ハシプトウ ミガラス Urialomuia arra (PALL AS) 

北海道北部てはふつうにみられるが、木州中部ては稀てあな駿河坊て硯察採集されてし‘る

rn. 1919、1V• 1938、n本島J:[in録1958)が、相楼粥からは真的1111'(5• JI・1953、111代迎弥氏

採屯）の1例が知られろのみ。

Cepphus PJ¥LLAS (1769)ウミパト屈
2 ケイマフリ Cepphuscarbo 
北海逍、 ト・J•I1北部て繁殖し 、 冬f本州中部沿岸市で（伊勢坊北部）南 ドする。佐島沖 1 kmの海

上てりt！虫の反羽成鳥 1羽（20/v、図 86)をみたが、換羽中のしのであった。城ケ島沖500mで冬

羽•') 4 羽（26/I) を競京した。この4羽は船を恐れ、接近すろと海1(1i低くーI紺梨こ飛び、ウミス

ズメほど近よらせなかった。 ウミススメやマダラウミスズメl11J様海1(1iにのび 1こって羽ばたく動作

をする。-.::.J)ばか艮井沖て冬羽胴虹）1羽（び／m）。 2月10n(l)、9叫杞ては城ケ品沖100mて 4羽

1群、派崎沖 100mて1羽、それそれ冬羽のしの（凶 87-88)。3Jj 5 11に佐島から派崎にかけ

ての 500111 沖合にそ几ぞれり勺虫l)冬羽のしの，， I•5羽をみた。ぼかに＇＇訓 l沖2.1lI・1919泊棲氏採

隼0)1．心録かある。

Brachyramphus BRANDT (1837)マダラウミスズメ屈
3 マダラウミスズメ BrachyramjJhusmarmoratus perdix 
冬因じ必）く島じての沿字に出現し、北海道の）a.［島ては繁殖してし、る可能性がある（日本．こtii

ll ti'）。本~Ii抑こは眼の周［汀IIこ頭汗な 1'1 恰かあるが、 il“ アメリカ沿岸ク）亜種 B. m. marmora 

litsてiよ冬羽にこれを欠く (Demcnt'evel al. 1951)。

油ぷ沖約 500m 付近て冬少］の2羽：・観察した（24• :¥11 • 1970)。船をあtり恐れなかったか、

2羽ば共に行動し、：分を近づげるとフィーフィ ーとし、うかぼそ＼ 戸ヽて鳴きあ＼ なヽがら逃げろ。頭

部を嘴研彫じ付近主て水中に没し、体後‘I2を少し沈め、水‘I勺こ` I2聞：：：した沢の前部をやや 1・・げて

滸水体努に入り、両沢て水今ー強くが、て沿水ナる（このと-.:I山］脚を使う）。危険が接近すろとス

ビードをわ1}ての滋水てif:iし、水しふさをヒI tる（図 89-91)、松 ‘|1•氏（1915)、 オ＿スチン氏托

集 (IV-V・1919清棲 1965．こよる） J)、，ぶ誅かある。

Synthlibor{t}nplws BRANDT (1837)ウミ スズメ｝瓜
4 ウミスズメ Synthliboramplwsantiquus 
北海道て緊珀し、冬季奄J:)<.I,9.9jtて渡るしっとしふつ うの1哨類c

佐島から城ケ島東側まて1.5km 7)以内の沿＇ドに 、 長井l•,19500mて単独の1羽、 油壺沖1kll1て 5

羽 1群をも：しそれ観京した^ ．i,・：山沖500111て単独の1羽（13':¥I)を I.I撃したが、 以南てはぽと
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んど観察できなかった（図 92-93)。2月に以鶴岬付近の海上をウミスズメを求めて走ってみた

が、1羽も 目撃できなかったが、横浜国大真餡臨海実験所に付近で拾得された本種の冬羽の成体

11本 （液没）が保存されてし 、ろので、この海域にも確実に分布する。

ほかに籾山氏（1917)、泌山沖 （2 • 1111 • 1919、伊豆山沖 c23.m. 1920)以上ti『桜氏採渠、
田代氏 (1967)の記録がある。

5 カンムリウミスズメ Sythtiboramphuswumizusiime 
カリフォルニアウミスズメ Endomychura (2種） とともにウ ミスズメ類の南限種 C.rnm l9 

62)で、特に本種は伊＼i.諸島（繁殖）を中心に暖流海域を主産地とし、現在のところ本邦で繁殖

する唯一の種類である。

菜山長者ケ崎沖2kmで5羽1群を観寮した（図 94-95)cほかに籾山氏（1917)、 松平氏 (19

15)の頁酌三ツ岩、三nIil祁一本松沖（21• V • 1921消棲氏採集）、田代氏（1967)の 記録があ
るc

巫LiliaMERREM (1788)エト ロフウミスズメ屈

6 コウミスズメ Aりhiapusilla 

木），1、|中部以北の太’IL洋、n本海側の沿淘こ稀ではな＼‘が、相I災泡では籾山氏（1917)の記録が
あるのみで稀と思われる。

Cerorhinca BONAPARTE (1828)ウトウ屈

7 ウトゥ Cerorhincainonocerata 

北海道本州北部で繁殖し、冬乍対島まての本邦沿岸に南下し、越冬すな観祭はして＼ヽな＼ヽ

が相揆湾からは松平氏（1915)の，；ビ録がある。

Fratercula BRISSON (1760)ツノメドリ屈

8 ッノメドリ Fraterculacorniculata 

千島列島、ペーリング海沿iド、アラスカ沿窄にか：｝ての北｝べ平洋に繁殖し、冬衷やや南に下る

が本邦にはきわめて稀に渡米すろのみc小林氏（1964)の記録に神奈川県とあろ。
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沿岸海鳥類全般 に 関 す る 所見

厳冬期の相揆湾沿岸には特定の種類の大群と＼ヽ うぺきものはみられず、強し 、て言えばウミネコ

とウミウ （個体数でヒメ ウを しのぐ）をしって代表種とすることができるが、全般に乎凡でさ ぴ

い 。ヽ

ユ リカ モメは1970年12月人群 の出現をみたか、本種は内沌性でむしろ東京洒に多く入ると思わ

れる。 ミッュピカモメは三陸沖を主越冬海域とし（黒田 1955)、以南に数を減じるとされるが、

1969年3月大群の出現があった。しかし一般には沿岸各地に散見するのをふつうとすろが決して

稀ではなし、。大型カモメは主として江の島以南の沖合を占めるが多くはなし、0

アピ類、カイップリ類は小群を散見する程度て、アピ類につ＼ヽては前述したと：；りてある。

大型カイップリてはアカエリカイップリか普辿てあろが数は決して多くはなし＇。カンムリカイ

ップ リは稀と思われ、荒崎と開崎ノ 外の間の海岸て4羽1群（10/n)をみたのみ。 小型カイップ

リではハジロカイップリがふつうてあるがこれし多くはなかった（小田和約1羽 （前述）、 菜山

1羽、15Im)。 ミミカ イップリはみて＼ なヽし 、0

カモ類につ＼ヽてし大群と＼ うヽぺさしのはみてし 、なし 、。特に沿水ガモの多くは決瀬の多＼ヽ千葉原

側東京約に集結すろ （例えば篠張海岸沖1.5k研にスズガモを主群とした10余万羽、4月9Fl (1971) 

付朝日新聞）^ 沿岸ではホオジロガモ、クロガモ、ウミアイ サなどの散在をみたに過ぎなかった。

シノリガモは今同一度し丈見 しなかったが、箭実な記録はある。コオリガモは分布しなし 、。佐島

から国府津にか：ナての海域にカルガモ、マガモなど淡水ガモ類の海上休息群をみろ。

ウミスズメ類の分布は稀蒋で、1：としてケイマフリとウミスズメの散在分布をみたが、冬季カ

ンムリウミ スズメはみて＼ fヽ［し、。ウミバト 、エト ピリカ、ツノ メド リなどの寒流系の恒iit的渡来

はみな¥・ ‘o

3月下旬から 4月上句を境にアピ類、カイップリ類、ウ類、カモメ類、ウミスズメ類に代って

ミズナギ ドリ類、 トウゾクカモメ類、ヒレアシシギ類が南から北上し、5月中句にはアジサシ大

群をみる。初春の頃が．I，?濯1の交代をみてもっとも興味深し、ものとなる。

反季沿岸から沖合 （伊＼i諸島）にかけてはほとんどオオ ミズナギドリか独古すろ海域となる。

また沿岸にウミネコ若、1母の非緊紐烏群をみる。

ま と め

筆者の手持ち賓料ては不足てはあったか、今後の便宜をはかるため誼氏の報告、，；己鯰を基礎に

目録を作成し、10科50種をかかげた。うちオオアジサシ、クロアジサシ 、シロハラトウゾクカモ

メの3稲は相校柄からの新記録になると思われる。

海島群集の繁殖、移勁、採餌と海洋気象、海水栄妥、水温、餌種の分布移動なとの間にきわめ

て輿味ある問題か多く（黒Ill1967)、特に相揆湾ではオオミズナギドリが設涜対象種として価値

高し 、と思われる。相校湾の海叫作の調在はほとんどなされてな＼ヽと＼ヽってよく 、今後とt海り全

般にわたろ澗杏を絞：ナて＼ヽぎたし、0
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17 生資に飛来したコサギとチュウサギ

18 生簑に巣ま ったウミネ コとユリカモメの大群
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19 生西に飛来したオオ ミズナギドリの大群 ウミネコが混じる



L 

21 ミツユピカモメに盗賊行為を働くウ ミネコ ミツユピカ<filtをくわえていることに注意

←__----- ー＝ーマ
22 ミツユピカモメ（餌を くわえている）を襲うウミネコ 能登半島沖で撮影
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ー， 

23 餌をくわえて逃げるミツユピカモメを追尾するウ ミネコ 能登半島沖
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24 アジサシの群れに混って強奪の機会をうかがうウミネコ
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25 ユリカモメ幼烏（餌をくわえている）を襲うウミネコ成烏と幼烏

9 •• 

26 ユリカモメ幼鳥 （餌を くわえている）を追尾するウミネコ



27 ユリカモ メ （餌をくわえている）に迫るウミネコ

28 餌を くわえたセグロカモメ成烏に盗賊行為を慟くユリカモメ成島 石巻港で滉影



^r  

29 トピを威嚇するユリカモメ

ノ rヽ

` 、一

一一- ~ -
30 ミツユピカモメ成烏（餌を飲み込もうとしている）を追う幼烏



31 ウミネコを襲うグンカン ドリ若烏 小田和湾笠島

一32 オオミズナギドリ同志の餌の奪いあい

ー、疇

一
マ

一
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33 ホンダワラを落すウ ミネコ若島（矢印）

“ ピニールを奪いあう 2羽のウミネコ若鳥 他の1羽が木クズ（矢印）を捨てて ゲームに参
加しようとしている



相段窃の海烏

36 オオハムGaviaarctica直鶴港



37 (a•b) シロハラミズナギドリ Pterodromaleucoptera 鈴木秀男氏撮影

38 ハシポソミズナギドリ Puffinustenuirostrisの海面採餌葉山沖



39 ハシポ‘ノミズナギ ドリ の飛ぴ立ち 葉山沖

40 ハシポ‘ノミズナギドリ の飛翔 葉山沖



ヘ

トf4、パ三シこ戸ぷ言
二塁亨戸逹草き迄

41 

42 

オオミズナギドリ Calonectrisleucomelasの採餌群．

採餌姿勢

.-- ----Zーーニ＝ 一ーマ—-=:― ... ~--— ニーーニー —--..:.. .----. 
ーニシーデ~--二姿圭乏；
＝ーそ＝＝ニア―r-→＝ ーユ名

にく．一
▼・-

• 99● ● 

右沿の1羽は両翼の先端を残してほと んど潜水していることに注慈

し—
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43 カタクチ1ワシを捕えたオオ ミズナギドリ

44 オオミズナギド リの飛ぴ立ち 葉山沖



そ

45 潜水は不完全 佐島沖



_I 

ウミウPhalacrocoraxcapillatusの越冬コロニー 城ケ島

47 ウミウの休息小群 左の小型1羽はヒメウ 城ケ島
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48 ヒメ ウPhalacrocoraxoelag1cus三浦半島黒崎ノ昴

49 ヒメウの飛翔 荒崎沖
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ウミネコを襲うグンカンド リFregataarielの若烏

51 生笠の上でウミネコを襲うグンカン ドリ 佐島



，，，／ 

r ··~ ― 

52 盗賊に成功したグンカンドリ ウミネコが餌を吐き出したことに注意 佐島

し

＇ 

53 グンカンド リ 若烏の飛翔伊豆大島岡田港



」

54 冬羽のアカエリヒ レアシシギ 佐島沖
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55 流れ藻についたアカエリヒレアシシギ夏羽 葉山沖



56 アカエリヒレアシシキ tJhalaropuslobatusの飛翔群 LJ．，上99999 ... 

・

冒 ~ · 
二

57 ハイイロヒレアシシギPhalaropusfulicarius夏羽，佐島沖左はアカエリ



／ ’̀ 

58 トウゾクカモメ Stercorariuspomarinus葉山沖

59 トウゾクカモメの飛翔 葉山沖



60 シロハラトウゾクカモメ Stercorariuslongicaudus笠島

61 海上に休むシロハラトウゾクカモメ 江の島沖



-4  づ／

62 ハジロクロハラアジサシ Sternaleucoptera夏羽 小田和湾 他はアジサシ

63 ハジロクロハラア ジサシの飛翔 小田和湾



／ 

｀ 

64 オオアジサシ Sternabergii夏羽 小田和沿

65 アジサシ Sternahirundo成烏小1±1和湾
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66 小田和湾

67 コシジロアジサシ Sternaaleutica 酒匂川 高野伸二氏撮影



68 コアジサシ Sternaalbifrons洒匂川河口

69 クロアジサシ Anousstolidus中央の躾い小型の烏 笠島 森田幹夫氏揖影



70 セグロ カモメ Larusargentatus成烏 其鶴沖

71 セグロカモメの小群 江の島海岸 暗色の2羽はオオセグロ 後方小型のものはウミネコ



L 

72 オオセグロカモメ Larusschistisagus成島 真鶴港

73 オオセグロカモメの飛翔 真鶴沖 1では ミツユピカモメ



_I 

74 カモメ成島 酒匂川河口 他はユリカモメとウミネコ

75 カモメ Laruscanus成島 江の島海岸



76 ウミネコ Laruscrassirostrisの夏季残留群笠島

一77 ウミネコの採餌笠島



I 

78 ンロカモメ Larushyperboreus亜成烏 小田原海岸

79 シロカモメ亜成烏 小田原海岸 他はセグロカモメ と大型カモメ幼烏



80 ユリカモメ Larusridibundus冬羽 小田和湾 左はワミネコ成恥

z:' 

ン →: 
／ 

ー
紅立羽のユリカモメ 小田和湾 右手前にミツユピカモメとウミネコ



82 ミツユピカモメ Larustridactylus 成島小田和湾

83 ミツユピカモメ幼島 小田和湾



84 ミツユピカモメの休息群 小田和湾

85 ミツユピカモメの採餌 小田原海岸



86 ケイマフ リCopphuscarbo夏羽佐島沖

87 ケイマフリ 冬羽 城ケ島沖



88 ケイマフリ の飛翔 城ケ島沖

89 マダラウミスズメBrachyramphusmarmoratus irh壺沖
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90 マダラウミスズメの羽ばたき

曹

“ --;、

91 マダラウミスズメの潜水



ー

一

92 ウミスズメSynthliboramphusantiquus 長井沖

一

一

・- . 

93 ウミスズメの羽ばたき 長井沖



I 

94 カンム リウミスズメ Synth I iboramphus wumizusume 築山沖

95 カンムリウミスズメ 右のは潜水姿勢に入っている 葉山沖



ぁ と が き

本米島の分{fiと行政区画とはなんの関係しあり［せんが、地域的なとらえ方をすろには便利で

すし、地方ト，l物館として地元の11然史の基礎をかた‘盲りておくこと l’I体に大きな邸殺があります。

1969年から本館調究研究市菜の一珠として悲類の野外調査を辿めてかヽりました。狭し 、県とは

しヽえ一人て歩さいっるに1ま広すぎ、調究の行さ届＼ てヽ＼ なヽし、地域か多々あるのは当然です。

1967年からi四をみつけてはメモしてきた硯祭記録を若下含むとは＼ヽえ、内容的に充分と1か えヽ

ませんが、ご叱正、こ批判を党梧しつつ中間報告と＼ヽう形をとり 、相校涜沿岸地域を中心として

神奈川県．島類誌Iを刊行することになりました，なお今後澗脊を続：｝島類誌1Iとして続刊される

予定になってし 、tす。

県内の地域別のIl録はあるにはありますが、そ<1)・ヒ息実態となろとほとんど把捉されて＼ヽな＼ ヽ

とし ‘つても過言ではなく 、野島センサス実紐がほとんどなし、のは今後野島保護の関点から1問題に

なってきます。

保渡につながろ野．りの生息状況は長年にわたる綿続調査によりはじめて実態が明らかになる訳

で、地味なデータの栢喧ねがどうしても必疫になり 、しかも多くの同学愛好諸士相互の協力がぜ

ひとも必製です。

またトl，t物館としては店類椋本を残しておきた＼ ‘．邸向てすので、海岸その他て幣死島の発見の際

にはぜひとしこ・―代をお願ヽ致します。

本書を市とめるに当り 、日頃こ揺双を賜わって＼ヽる駿林省林染試険1配三島冬嗣技官に学名、写

真同定その他につき一々校訂のこ・、馬・理を、またn本鳥類保護連盟高野伸二指導部長1こ巣卵写哀の
同定をお紺iしヽ しtしたc 本内牛態の項につ＼ てヽは多くの文献中特に、'・'、¥l刊長久博士のこ・高著烏類の

研究生態、 tた記録につ＼ヽては泊桜幸保博士のn本島穎大図鑑に負うところが多＼ヽものです。
文献につさ横須賀市立岡物館柴田敏隆学芸且、箱根郷土団物館IE代道弥館長、日本野．鳥の会横

浜支部森山一彦氏に種々こ教示をi!/•ました。

また麻布獣医）ぐ学森m幹夫氏からクロアジサシとグンカンドリ 、i盗洋水産研究所）片田屈氏から
ヒレアシシギ、逗了開成高校渡辺純氏からグンカンドリとそれぞれ真重な未発表記録のこ提供を

¥‘ただきよした。

澗杏及ひtとめにあたり本館堀江澄男自然課長、付岡健作技師、植物名の同定につき高橋秀男

学芸員にお111：話になり 、また佐島の新店留吉氏からは澗杏に多大のこ・協力を得ました。

本内の生態り真はほとんど箪者により撮影されたが、同学愛好諸士から質喧な生態写兵の提供

をいただきました ：高野伸二氏（コシジ ロアジサシ）、 横須賀市立罵堀中学校教諭寺島浩一氏（オ

オチドリ）、n本野．りの会横浜人部長鈴木秀男氏（シロハラミズナギドリ）、逗子1}廿成謀校上田沌

三氏（コチチドリ巣卵）。写真版準備に本館中野ガ年写真技師をわずらわせました。

以上の各位に深甚なる謝虚を表するものてあります。

1971年 3月

宜者記す
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